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平成18年第５回太子町議会定例会（第405回町議会）会議録（第２日） 

平成18年12月８日 

午 前 10 時 開議 
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１ 一般質問 

本日の会議に付した事件 
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        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━       

   （開議 午前10時00分） 

○議長（熊谷直行） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成18年第５回太子町議会定例会第２日目

におそろいでご出席いただきありがとうござ

います。 

 ただいまの出席議員は16名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成18年第

５回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手許に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（熊谷直行） 日程第１、一般質問を

行います。 

 質問される議員諸君に申し上げます。 

 質問は一問一答方式で行います。質問、答

弁が終わるまで一般質問席でお願いします。 

 なお、念のため申し添えますが、質問、答

弁は簡潔明瞭にお願いします。 

 さらに、今期定例会では時間制により質問

を行うこととなっておりますので、よろしく
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お願いします。 

 それでは、順番に発言を許します。 

 まず、11番花畑奈知子議員。 

○花畑奈知子議員 11番無所属花畑奈知子。

通告に従い、初めに今話題になっているいじ

め問題について太子町の実態はどうなのか、

一般質問させていただきます。 

 少子化が進む現在にもかかわらず、報道に

よると、いじめにより大切な子供の命が失わ

れているニュースが全国より毎日のように目

や耳に飛び込み、胸が引き裂かれる思いがす

るきょうこのごろです。 

 11月17日の神戸新聞の報道では、高砂市教

委が恐喝事件も含めると、小学校９倍、中学

校３倍に増えたと実態調査を発表しました。

11月21日には、姫路市がいじめ実態調査にお

いて、小学校は16から37に、中学校では72件

から90件と、2005年から2006年を比較すると

急増していると報道しました。 

 文科省へは毎年ゼロ件と報告されているに

もかかわらず、連日全国から遺書を残して自

殺者が出る実態をとらえ、県や市町教委にき

ちっと実態をつかんだ上で、二度と自殺者が

出ないよう方法を考え、適切な対処をとるよ

うに報道されました。 

 テレビ報道では、自殺実態を知り、勇気が

出たと、親、友人、先生、学校への遺書を残

し、ひいては文科省へも遺書を投函し、二度

と帰らぬ命をむざむざと捨てていく小学生、

中学生があり、高校生においては、先生が２

階に向かって、おりてこいととめておられる

にもかかわらず、報道によると、飛びおり自

殺を実行してしまう、考えられない実態が現

実に起きています。 

 日本列島の北の端から南の端まで生々しい

問題が飛び交っている事実を知り、太子町は

どうなのかなあ、どうなっているんだろう

と、保護者はもちろん、地域住民のだれしも

が心配し、他人事と考えられない今日である

ととらえています。 

 太子町において、国や県から言われるまで

もなく、“和のまち太子”の子供の命を守る

ための実態調査をされていると考えます。

2005年から2006年を比較し、できれば小・中

学校校区別に実態をお聞かせ願いたいと考え

ます。 

 ２つ目に、調査実態を受けて学校への対応

と指導をどのようにしてくださっているか、

お聞かせいただきたい。また、管理職は児

童・生徒並びに保護者への指導、地域住民へ

の働きかけをどのようにしていただいてる

か、お尋ねいたします。 

○議長（熊谷直行） 教育次長。 

○教育次長（塚原二良） お答えをさせてい

ただきます。 

 いじめにより、児童・生徒がみずからの命

を絶つという痛ましい事件が相次いで発生し

ていることは極めて遺憾であります。みずか

らの命を絶つということは、理由のいかんを

問わず、あってはならず、深刻に受けとめて

おるところでございます。 

 いじめは決して許されないことであり、ま

たどの子にも、どの学校にも起こり得るもの

でございます。現に、今苦しんでいる子供た

ちのため、またこのような事件を二度と繰り

返させないためにも、学校教育に携わるすべ

ての関係者一人ひとりが改めてこの問題の重

要性を認識し、いじめの兆候、サインをいち

早く把握して迅速に対応する必要がございま

す。また、いじめの問題が発生したときに

は、その問題を隠さず、学校、教育委員会と

家庭、地域が連携して対処していかなければ

ならないと考えております。 

 そこで今回、児童・生徒を対象にいじめに

ついて緊急アンケートを実施いたしました。

内容は、１、いじめをしたことがあります

か。２、いじめをされたことがありますか。

３、いじめをされているところを見たことが

ありますかの３問について、記名で行いまし

た。 

 その結果、小学校では、受けたことがある

と答えた児童が５名、中学校では３名で、昨

年とほぼ同数でございました。 

 実態調査の後、指導に関してでございます
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が、今回記名アンケートといたしましたの

は、事後指導を個々に行っていくためのもの

でございまして、深刻なものについては、教

師の積極的なかかわりやスクールカウンセラ

ーのカウンセリングを受けさせるなど解消に

努めておるところでございます。 

 また、今回の調査では、いじめを見たこと

があるか、見て見ぬふりをする、いわゆる傍

観者となっているケースも多いことが分かり

ました。このことも大きな問題で、今後は注

意をするなど指導していきたいと考えており

ます。 

 なお、保護者、地域との連携でございます

が、既にいじめ問題に関しまして、保護者あ

てにこの問題についての学校としての取り組

みをお知らせし、あわせて家庭、地域の一層

の連携をお願いしているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 花畑奈知子議員。 

○花畑奈知子議員 太子町独自でいじめる

側、いじめられる側、傍観者については、事

後指導のことも考えてきちっと調査をし、適

切な指導の実態をただいま聞かせていただき

ました。 

 全くやはりないということではないように

もお受けしましたので、今後より一層実態を

早くつかんで対処していただきたいと思いま

す。 

 きめ細かな指導の実態聞かせていただいた

んですけど、12月２日の神戸新聞の県教委の

報告では、９月と10月の小・中の実態を報告

していました。９月、21件だったのに、小学

校では108人増えた。中学生は77件だったの

に、10月になったら177件と急増し、いじめ

問題検討委員会会議で対応の見直しをすると

報道しました。また、国は、12月１日には、

いじめ問題への緊急提言の全文を公開しまし

た。 

 教育再生会議有識者委員会では、子供が命

を絶つという痛ましい事件を食いとめるため

にも、学校のみでなく、教育委員会、保護

者、地域を含む社会総がかりで早急に取り組

み、一過性の対応に終わらず、政府も一丸と

なって取り組むと報道しました。 

 太子町においても、９月28日、新宮町の児

童殺傷事件を受けて、以後問題解決まだして

いないために、毎日午後３時には一斉下校し

ているように見受けます。それを受けて、防

犯用緑のベストやジャンパーを着て、学校前

に出迎えたり、道路の四つ角、各所の横断歩

道などに多くの方が立って子供の安全を守っ

てくださっている姿が見られます。 

 携帯、メールの進化によって、顔を見ない

で、会話の機会が少なくなった今、人間関係

が希薄になっていると言われている今日、地

域住民とこのように出迎えてもらったら会話

ができて、失われていた、全く会話をせず

に、また夕方が来たら塾に行くというふうな

ことなく、そういう面ではうれしい限りで

す。 

 しかし、学校は２時半に終えて一斉下校す

るとなると、９月以降続いているように見受

けるんですが、高学年は十分な学級指導がで

きずに、先生は困っておられるんではないか

なあと感じます。でも、命にはかえられない

ので、早い解決を望みたいと思います。 

 また、テレビでは毎朝４時20分から10分

間、ＮＨＫの「視点・論点」の番組で、いじ

めについて、審議委員、作家、精神科医、カ

ウンセラー体験の大学教授などなど、毎日考

えを述べられています。この放送を聞いて心

配なのは、現在の学校社会は、どのクラスに

もいじめはある。ちょっとかわいい子グルー

プがかわいくない１人の子を集中していじめ

ると、他は自分がその立場になると困るの

で、無視して避けている。いじめられっ子

は、その教室にいると人を殺したい気持ちに

なっていくと相談者には答えています。現在

の教室は人権感覚麻痺の戦国時代ですとテレ

ビで言われました。 

 太子町においては、一人ひとりを大切にす

る人権感覚の研ぎ澄まされた先生方の教育を

受け、いじめ自殺が発生しないことを願っ
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て、次の問題に移らせていただきます。 

 ２点目、学校施設の管理について一般質問

させていただきます。 

 大阪池田小の殺傷事件を受けて、私も学校

の危機管理について一般質問させていただき

ましたが、昨今の社会情勢から、児童・生徒

が登校してからは学校の門はきちっと閉めら

れた状態で学習されていると見受けます。昼

に回っても門はあいていません。しかし、

夜、また祭日、土日に施設を利用した人たち

が帰りに門を閉めて帰ってないことが目に余

るのです。 

 月１回ぐらいの一部を回ったときの実例を

挙げてみますと、９月11日、これは月曜日で

すが、朝４時に回りましたが、斑鳩小、太田

小の門があいてる、それから幼稚園の斑鳩も

太田も電気が各所についていたという実態が

ありました。 

 10月９日には、「広報たいし」の３ページ

に紹介されていたように、中出自治会が夜９

時から４人ずつ組を組んでパトロールに回っ

ておられるということを新聞で見て知ってい

たので、私もこの日は参加し、防犯ジャンパ

ーを着て、赤色灯の棒を持って一緒に回りま

した。 

 この日はパトロール終了後、続けて太子町

を回ってみました。すると、東中三差路の坂

の途中の門が全開していました。普通は歩道

のところに最近は鎖がついて、ひっかけて通

れないように、自転車も通れないようにして

あるんですが、それも外れたままでした。西

中は１階中央のトイレに電気がこうこうとつ

いていました。太田小学校東門もあき、斑鳩

小学校は西門があき、北の鎖もそのままでし

た。 

 11月25日土曜日の新聞で、22日の午後６時

から無人化になっている太田小学校が24日の

朝７時50分に登校した先生が、ガラス６枚と

植木鉢13鉢が割られていることを新聞で見て

知りました。加古川の方では、中学校で

100枚もガラスが割られたということをテレ

ビで見ましたが、これに比べると非常に少な

い損害であるが、児童にとっては、生き物を

育てている植木鉢が割られ、だれもが利用す

るトイレのガラスが割られたことを知り、心

を痛め、家に帰って会話をしたと考えられま

す。 

 この報道を見て、私は11月27日の月曜日、

朝、戸締りはできてるかなあと５時からまた

回ってみました。すると、斑鳩小の門はあ

く、鎖がかけてない、石海小の西門があいて

る、給食センターの鎖がかけてない、太田小

東門がやはり開いていました。 

 地域住民も学校も２日前に太田小の事件を

新聞に報道されたら特別意識するものではな

いかなあと思うんですが、あるとき管理職に

会いまして、昨日回ったら開いてましたよと

声をかけると、また開いておったか、だれか

が使いよんやん。毎朝太子町回って、門閉め

て回ってえねと言われ、後、言葉が出ません

でしたが、私は公共施設の利用を許可し、室

内利用者には半額の電気代を払ってもらうと

いうことで開放され、責任者の届けがしてあ

るはずだと思います。門が開いていたら、朝

一に出勤した人、用務員さんでも先生でもい

いんですけど、管理職に報告し、責任者に電

話で戸締まりをしていただく連絡はできると

思うんですが、太子町の利用実態はどのよう

になってるか、お聞かせください。 

 次２点目に、用務員さんの身分について、

行革があった後、大きく変わっていることを

このたび知りました。正規の職員が１人、嘱

託職員が３人、シルバー職員が12人で小・

中・幼稚園の仕事をしてもらっています。 

 ９月３日の月曜日に戸締まりが不徹底だっ

たので、７日の日に太子町を１周しました。

そうしたら、石海小の西門、斑鳩小の西門、

太子東中の門があいていました。そこで、中

学校へ上がってみました。あれ、ここもまた

あいとったんかなと思って上がったんです

が、中庭には女生徒がお母さんにクラウンで

送ってもらって２人来てましたし、男子生徒

も部活の準備をしていました。南校舎１階の

電気が全部ついていたので、ああ、毎日５時
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半に出勤される用務員さんだなと思って入っ

てみると、掃除をしてくださっていましたの

で、おはようございます、早くからご苦労さ

まです。坂の門は閉まっていましたかと尋ね

ると、私がかぎを開いて入りましたと言われ

たので、安心して、西中ではシュレッダーを

見せていただいたので、職員室の入り口と後

ろに置いてある２機のシュレッダーを立ち会

いのもとに現認させてもらいました。家に帰

ってすぐに学校長にもシュレッダーを見せて

もらったということを報告しました。 

 その翌日ですが、教育委員会の管理職の方

に、夜中の校長先生がおってないとこへ行か

れたらしいなと言われました。また、別の管

理職には、東中の管理職せえって頼んでない

よと言われました。私は東中を管理するとか

ということは言ったことも思ったこともあり

ません。私はただの太子町の一住民です。太

子町で唯一正規の用務員さんの働いてくださ

っている職場で、門は閉まっていましたかと

声をかけることは違反なんでしょうか。嘱託

職員であろうとシルバー職員であろうと、町

税で働いてくださっている方は立派な太子町

職員と考えますが、太子町教育委員会の見解

をお尋ねします。 

○議長（熊谷直行） 教育次長。 

○教育次長（塚原二良） お答えをさせてい

ただきます。 

 学校施設の社会開放でございますが、各

小・中学校では、ほとんど毎日の利用がござ

います。これらの施設利用につきましては、

毎年１回、各使用団体の責任者を一同に会

し、利用調整会議を開催いたしております。

その際、施設の戸締まりの励行、使用後の美

化等につきましても指導しておりまして、そ

の徹底を図っているところでございます。守

られていない団体につきましては、その都度

申し入れをいたしております。 

 また、戸締まりの不徹底の確認でございま

すが、用務員だけに限らず、気がつけばどの

職員でも管理職に報告するのは当然のことと

思っております。 

 次に、用務員の件でございますが、現在町

職員といたしまして、正規職員１名、嘱託職

員３名の計４名、シルバー人材センターから

12名の派遣を受けまして、その業務に携わっ

ていただいております。 

 次に、職場訪問の是非についてご答弁を申

し上げます。 

 学校に訪問していただく際には、通常の勤

務時間帯における訪問につきましては何も拒

むものではございません。しかし、勤務時間

帯を大きく外れた時間帯、早朝の朝の６時と

かという訪問では、用務員がいるからといっ

ても、しかも職員室に入室される行為そのも

のについては、管理職も不在でございますの

で、お断りするのが筋だと考えております。

通常の勤務時間帯でのご来校をお願いしたい

と、ご理解のほどよろしくお願いします。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 花畑奈知子議員。 

○花畑奈知子議員 社会体育の利用の件です

が、閉まってなかったら必ず注意してると言

われるんですが、私は月１の土曜日の実例を

言いましたけれど、水曜とか木曜とかに回っ

てみても、同じ学校はあいているんです。そ

れからまた、尋ねてみると、これから冬にな

ると寒いからなお車からおりずにそのままあ

けて皆帰ってしまわれるんやというふうに言

われた方もあります。 

 そういう点から、注意をしてると言われた

んですけど、これが実態なんで、後始末がで

きずに注意を促してもできない団体は利用を

禁止するという方法も伝えてはどうでしょう

か。私自身に回って、閉めて回れっておっし

ゃっても責任が持てないし、学校の財産や子

供の命を守るためには、管理職は利用者に責

任感を植えつけるように働きかけ、しつかる

まで方法を考えて学校管理していただきたい

と思います。 

 それから、用務員さんの場合、これは公共

施設のむだな電気というときと危機管理とい

うときと２回念入りに回って一般質問させて

いただいたことがあるんですけれど、そのと
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きに私は西中でこの方が５時半から子供や先

生の登校されないうちに掃除をして回る、そ

のときは先生も来て、成績処理もされていま

した。子供も来ていましたし、あいてるとい

うことが分かっているから。この用務員さん

は、そういう信念を貫いておられるんやなあ

と思いまして、それでこの間もご苦労さんと

いうことで声をかけたんですけれど、そのつ

いでに西中のシュレッダーを見ていましたの

で、ちょっとどこに置いてあるか見せてねと

いうことで見せていただきましたが、確かに

言われるとおり、通常の勤務時間帯に行くべ

きだと思いますが、学校の校長先生というの

は忙しくて、おられないという、西中にして

も校長先生も教頭先生もおられないというと

きもあります。私が今までもよくあの用務員

さんのことをここで早い勤務をされてるのを

感動したといって議場でも言ったことがある

ので、そのなれで入って見せていただいたの

で、以後は気をつけたいと思います。 

 そういう指導をしておられるのに、利用を

禁止するということ、関係者に聞いてみまし

ても、何ぼ注意してもやまらへんのやって、

また住民に使ってあかんっていうのは言いに

くいしなあということを言われますが、とに

かくこういう事件があるときですから、やっ

ぱりきちっと閉まっていて、警察も言われる

んです、どっからでも入れるやろ、あの学校

はとかというて、斑鳩派出所の方も言われる

んですけど、大体門がきちっと閉まってい

て、昼間と同じように閉まっていて、それで

またどっかを乗り越えていたずらしたりする

のは仕方がないとしても、ぽんといつもあい

てるというのは、管理が行き届いてないよう

に住民も見るんではないかなと思いますの

で、再度ご指導いただきたいと思います。 

 そういうお願いをして、次３点目に２件の

交通死亡事故を受け、交通安全についての取

り組みについて一般質問させていただきま

す。 

 去る10月16日、東南における軽四とバイク

の死亡事故、続いて11月16日、佐用岡におけ

る軽四と自転車の死亡事故が続いて起きまし

た。11月６日夕方、179号線の太子苑中学校

線の交差点では事故がありました。12月１日

も午前３時に大型自動車２台とその間に自家

用車が挟まれた大事故があり、頻繁に事故が

起きています。 

 10月、11月と立て続けに２件の突然の死亡

事故に、お会いしても、家族の方々は泣き崩

れて、なぜこんな突然にうちのお父ちゃん

が、うちのお母ちゃんが亡くなったか、真実

が知りたいというように言われ、泣き崩れら

れて、言葉になりませんでした。 

 現場には、たつの警察が死亡事故現場と大

きな看板を立て、通行者に安全を意識するよ

うに働きかけてくださっています。慌ただし

い年末年始に向け、死亡事故をこれ以上増や

さないために交通安全の取り組みを強化して

くださると考えますが、計画と取り組みをお

尋ねします。 

 また２点目に、歩道を渡るために、赤信号

機が10秒前より点で知らせる弱者に優しい新

型信号機ができてるんですが、鵤旧県道交差

点にぜひ設置していただくよう強く要望でき

ないでしょうか。 

 兵庫県は年間100機設置する予算があるそ

うです。合併して警察は48あるので、たつの

警察は２機は回ってくるそうです。昨年は矢

田部の交差点に視聴覚障害者用信号機、ピヨ

ピヨピヨピヨ、カッコーカッコーと音のする

信号機を設置していただいておりますので、

続けては不可能かなとも考えますが、ぜひ要

望してほしいと願うものです。 

 欲を言えば、中高生が一番よく通る太子苑

中学校道、鵤中１号線、鵤中線と太子町の一

番激しい鵤旧県道交差点と３機お願いしたい

と考えますが、無理には言えませんので、鵤

交差点にはぜひ設置していただくよう、公安

委員会に強く要望してほしいと思いますが、

いかがなものでしょうか。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、１点目

の交通安全の取り組みにつきましてお答えを
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したいと存じます。 

 この慌ただしい年末年始を迎えて特にお尋

ねかと思いますが、これまで年間を通じまし

て、その時々に応じた全国運動あるいはキャ

ンペーンといったことを行っております。春

と秋には全国の交通安全運動がございます。

また、夏、それから今現在の年末の交通事故

防止運動期間というのが設けられておるとこ

ろでございます。 

 本町でもこれらの全国的な動きと呼応いた

しまして、交通立番、それから車両によりま

す啓発、それから懸垂幕によります啓発、の

ぼり旗あるいは自治会の方にお願いをいたし

まして自治会放送といった啓発を行っており

ます。また、たつの警察署のご協力を得まし

て、学童並びに老人クラブ会員の皆様を対象

としました交通安全教室を開催をいたし、特

に今年などは自転車事故の防止といった観点

から、自転車講習会も開催をいたしておりま

す。 

 そういった取り組みの中、先ほど議員さん

言われましたように、これまでその取り組み

の成果というふうに思っておったんですが、

交通死亡事故抑止400日という表彰もこの夏

に受けました。ところが、今申されましたよ

うに、10月、11月と死亡事故が発生をいたし

まして、まことに残念な結果になっておりま

すが、そういった取り組みをいたしておりま

すところでございます。 

 この年末年始の交通事故防止期間での取り

組みということですが、この12月４日です

が、本町ではマックスバリューの太子南店の

駐車場並びにその前の町道の歩道におきまし

て、先ほど申しました啓発活動を行っており

ます。重点に置きましたのが、ちょうど時期

とも合うんですが、飲酒運転の根絶、それと

事故の割合の高い夕暮れ時の事故防止、それ

と被害に遭いやすい子供さん、それから高齢

者の方の事故防止、この３点を重点に置きま

して、それぞれの啓発を行ったところでござ

います。 

 今後もこういった交通安全の意識、これが

一人ひとりが意識づけをしていただくという

ことが肝要かと思いますので、粘り強くそう

いったそれぞれに訴えをかける啓発活動を続

けてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） それでは、新

型歩行者信号機の設置についてお答えいたし

ます。 

 新型の歩行者信号機につきましては、交通

量の多い交差点を対象に、今大都市圏で設置

されております。いかんせん、まだ新しい機

種でございますので、本町に採用していただ

けるかどうか、公安委員会へ打診してみたい

というふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 花畑奈知子議員。 

○花畑奈知子議員 年末年始の交通安全の指

導、計画または啓発について、詳しい状態を

発表していただいて、地域挙げての安全対策

を聞き、安心したようなわけです。 

 けさも家を出かけていますと、パトカーが

来て、斑鳩小学校の多分交通安全教室だった

と思います。パトカーが来て、子供たちの交

通安全指導にもかかわってくださっていまし

た。 

 また、東南の死亡事故現場では、太子町が

逆三角のとまれの下に、電柱に縦1.2メート

ル、幅70センチぐらいの大きな「とまれ、一

旦停止」の看板を立ててくださったので、夜

でも遠くから真っ白に光って、私はあそこを

避けていたんですけど、安心して通れるよう

になりました。早速に交通安全対策に取り組

んでいただき、町民もきっと喜んでることと

思います。 

 また、新型信号機につきましては、兵庫県

では三宮の駅前についています。都市圏が中

心だと言われたんですけど、確かに三宮には

ついています。ところが、宮城県では、これ

は大切なことだといって、全県下、新型信号

機に取りかえると報道していました。命を守
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るために、太子町にもぜひ１機でも設置して

いただけるよう強く強く要望して、私の一般

質問を終わりたいと思います。 

○議長（熊谷直行） 以上で11番花畑奈知子

議員の一般質問は終わりました。 

 次、５番中井政喜議員。 

○中井政喜議員 おはようございます。通告

に従い、議席番号５番、会派新政クラブ中井

政喜、一般質問をいたします。 

 既に当局には事前通告をいたしております

ので、本日は前向きな回答が得られることを

期待して一般質問を行いますので、よろしく

お願いします。 

 それでは、一般質問いたします。 

 のじぎく兵庫国体が終了して早くも２カ月

が過ぎました。太子町では、去る10月５日か

ら４日間、太子町総合公園陸上競技場におい

て、のじぎく兵庫国体少年ラグビーフットボ

ール競技が開催され、全国から選ばれた高校

生ラガーのアスリートたちによって連日熱戦

が繰り広げられました。国民体育の祭典は大

成功で終了したわけでございます。 

 首藤町長は、のじぎく兵庫国体太子町実行

委員会会長として国体推進室を設置し、平成

14年４月以降４年間余り、本大会に向け計

画、準備に陣頭指揮をとられ、大会成功にご

尽力されてこられました。改めてここにいろ

いろとご苦労があったということを思い、そ

の成功があったことに心から敬意を表しま

す。 

 さて、太子町にとって初めての国体競技が

大成功に終了できたのも、多数の国体サポー

ター始め、太子町老人クラブ、婦人会、老人

会、自治会、幼稚園児、小学校児童を始め、

学校関係者ほか各種団体など、太子町住民の

ボランティアによる力強い協力があったこと

も私は見逃すことはできないと思います。 

 私も微力ながらボランティアの一人として

本大会に参加してまいりました。多くのボラ

ンティアの方々が手際よく働く姿を見て、そ

の気持ちは一つ、この国体が立派に成功でき

るようにの願いがあったと思います。これを

機に、太子町住民同士のきずながより深まる

ことができたのではないかと、私は強く感じ

た次第でございます。 

 さて、のじぎく兵庫国体少年ラグビー競技

が開催されたこの地に位置する私たち住民の

大きな財産であります太子町総合公園につい

てお尋ねをしていきます。 

 この総合公園は、平成13年５月11日、現在

の状態で供用開始が始まっております。それ

以後、社会情勢の大きな変化によって、当初

の建設計画を凍結し、また見直し等がされて

きております。そして、以下の点についてお

尋ねをしていきます。 

 まず１点目は、総合公園には、子供用総合

遊具は１基のみであるが、今後の増設計画、

それと将来の計画での中での公園ビジョンが

どう変わっていくのかということをお尋ねを

してまいりたいと思います。 

 ２点目は、首藤町長は、平成18年度施政方

針で、健康でいきいきと暮らせるまちづくり

を推進すると述べられています。 

 総合公園に健康増進を手助けする健康歩道

の設置計画はあるのかということで、お尋ね

をします。 

 以上２点、お尋ねをしますので、よろしく

お願いします。 

○議長（熊谷直行） 中井議員、②は質問し

なくていいですか、一緒に。 

○中井政喜議員 じゃあ、ごめんなさい。じ

ゃ、②の方に行きます。 

 総合公園と併設して幾つかのスポーツ施設

が設けられ、連日多数のスポーツ愛好者が利

用しています。以下の点についてお尋ねをし

ます。 

 １つ、町民グラウンドに日よけ用、雨よけ

用、風よけ用の固定ベンチを設置してはいか

がでしょうか。 

 ２点目は、テニスコートのナイター設備計

画は供用開始以降凍結状態であるが、これも

早期に完成すべきだと思いますが、いかがな

計画を持っておられるのか、お尋ねをしま

す。よろしくお願いします。 
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○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） それでは、中

井議員のご質問にお答えいたします。 

 子供用遊具の遊具広場につきましては、子

供が安全に楽しく遊べる広場としまして、公

園の南ゾーンに交流広場南端に整備予定でご

ざいます。実施計画では、平成24年度を目標

に予定しております。 

 それと、将来公園ビジョンにつきまして

は、昨年の事業再評価を受けまして、今年度

施設計画を検証しているところでございま

す。 

 それと、健康歩道の設置計画でございます

が、現計画では予定はございません。しかし

ながら、町民ニーズを見きわめながら必要性

の判断をしていきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 教育次長。 

○教育次長（塚原二良） 町民グラウンドの

日よけ、またテニスコートのナイター設備で

ございますが、現在の町民グラウンドにつき

ましては、総合公園内での仮設グラウンドと

して設置しております。今後は公園整備計画

によりまして、総合的に施設整備が行われる

と考えます。現在は仮設グラウンドでござい

ますので、現状での利用者の創意工夫により

まして対応をお願いするところでございま

す。 

 また、テニスコートのナイター設備につき

ましては、実施計画では、平成23年度の事業

予定でございます。現在の状況といたしまし

ては、６月から８月の期間だけ２時間、午後

７時まで延長いたしておりますが、利用者は

土曜日と日曜日に限られておりますので、早

期実施については、今後の推移を見ながら検

討いたしたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 それでは、１点ずつお尋ね

をしてまいりたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 まず、１点目の総合公園の遊具の関係なん

ですけれども、現在の総合公園の南の方に位

置したところに、また24年度以降に設置する

というようなことを言われたかと思います

が、既に供用開始して５年という歳月がたっ

てきております。今の総合遊具１基だけで

は、今現在多くの方が総合公園に来られて、

小さな子供さんが、親御さんが子供さんを連

れて来られてる姿を見るとき、いささか１基

では、本当にいつまでこういう状態が続くの

だろうかというようなことを、現実耳にする

わけでございます。 

 ちなみに、本時の景気動向を見ますと、な

かなか難しい面もあろうかと思うんですけれ

ども、少なくともこれから先、太子町のメイ

ンの総合公園という形になろうかと思うんで

すけれども、例えばブランコの一つなり、そ

ういったものでもつくれないものだろうかと

いうことを言われるわけでございます。そう

いったことを機会があればぜひ伝えていただ

きたいということを言われておりますので、

平成24年ということになりますと、かなりの

まだ先になろうかと思いますが、いま一度大

した額の予算が要るわけではないと思うんで

すけれども、一度再検討していただけるよう

な気持ちを持っているんですけども、いかが

なもんでしょうか。 

○議長（熊谷直行） 再質問まとめて通して

言ってください。 

○中井政喜議員 分かりました。 

 じゃあそれと、次は首藤町長が言われまし

た、首藤町長のところでもう一度確認をした

いんですけれども、町長自身に聞きたいんで

すけれども、健康でいきいきと暮らせるまち

づくりを推進すると述べられているわけです

から、できましたら太子山公園の西の方に平

成10年に健康歩道がつくられておりますね。 

 私も実はこの現場を見てきました。これは

当時つくられたのが949万8,300円という総工

費でもってつくられておるわけですけども、

当時につくられた平成10年のときでは、これ

がつくられる状態だったのかなというふうに
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も感じはしますけれども、これほど立派なも

んでもなくていいと思いますけども、今現在

太子町は介護保険の持ち出しで、非常に財政

的に毎年圧迫状態になってきているのは、既

に皆さんご承知のことと思います。 

 やはり介護を受けるよりも介護を予防する

ということも私はこれから先必要なことでは

ないかなと。その意味からも、こういった健

康歩道というんですか、そういったもので、

中高年の方が前向きに、最近では運動公園の

周辺をウオーキングされたり、ジョギングさ

れたり、毎日頑張っておられる姿を見るとき

に、やっぱりこういった施設をつくってほし

いという声を聞くわけでございます。ひとつ

こういった考えもぜひ前向きに考えていただ

きたいと思うんですけれども、この点につい

てもいま一度、考えはないというようなお答

えをいただいたんですけども、やはり前向き

にこれからは取り組む必要があるんではない

かなということを私自身は感じますし、いま

一度考えを聞かせていただきたいということ

でございます。 

 それと、町民グラウンドの件ですけれど

も、最近町民グラウンド、使用率が非常に高

くなってきております。昨年度では、利用者

人数は１万6,021人の方が町民グラウンドを

利用されております。私も体育協会の役員を

しております関係で、町民グラウンドに足を

運ぶことが多々あります。 

 その中で、利用されている選手の方、また

例えば子供さんのサッカーなんかで親御さん

が応援等、観戦に来られてるときには、夏の

暑いとき、あるいはまた本時の冬の寒い木枯

らしの吹くときに、選手たちは一生懸命走っ

て、それはいいんですけれども、やはり応援

している方々、いる場所がないんですよね、

立った状態、そういった状態なんですね。だ

から、少し日よけをできる場所、あるいはま

た風よけのできる場所、そういったものをぜ

ひつくってほしいという声を聞いておりま

す。 

 ちなみに、近隣のたつの市御津町の町民グ

ラウンド、それと同じくたつの市揖保川町の

町民グラウンド、こちらには立派なベンチが

ございます。そういった中で、本町において

ももう設置する時期が来てるんではないかな

と、考えていただきたいなと、このように思

いますので、これも再度町側のお答えをいた

だきたい、このように思います。 

 それと、次はテニスコートの件ですけど

も、テニスコートのナイターの件ですけど

も、このテニスコートも近年スポーツ状況

で、皆さん方非常にスポーツを楽しんでおら

れる方が多々あります。平成17年度の利用者

数は１万2,781人、こんだけの方がテニスコ

ートを使われております。 

 テニスコートにつきましては、使用料金が

昨年度は約230万円ほど徴収しとるわけです

けれども、ナイター設備を当初の計画ではも

う既に基礎状態もできてるし、配線もでき

て、あとは入線するというところまで、ほ

ぼ、あの状態であれば半分状態ができてる状

態ですね。私も現場を見てきたんですけれど

も、あと入線し、支柱を立ててというような

形になろうかと思いますけれども、そういっ

たことで、これも予算が要ることばっかりで

ございますけれども、少し考えを前向きに持

っていただいて、何とかこの施設を総合公

園、運動公園として充実させていくべきでは

ないかと、このように感じておるわけですけ

れども、以上、私の考えを述べておりますけ

れども、再度のお答えをいただきたいと思い

ますが、よろしくお願いします。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） 私の方から答弁させて

いただきます。 

 本年の施政方針では、やはり健康でいきい

きと暮らせるまちという大きな柱を立ててお

るところでございます。 

 そうした中で、今議員ご指摘のように、

多々の点でのご質問がございました。総合公

園での遊具等々の設置、そしてベンチ等、日

よけ等の設置、それから健康歩道の設置等々

をおっしゃっておりますが、私自身、今あの
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総合公園がこの近隣でもグラウンド等も立派

なグラウンドであると、その中で自負をして

おるところでございますが、近隣からもたく

さんの選手の皆さんもご利用いただいており

ます。 

 そうした中、いろいろな設備を充実してい

くのは、私はやぶさかでないと、このように

考えるところでございます。しかし、それぞ

れの設備に関しましても、先ほど部長の方か

ら答弁いたしましたように、今グラウンドの

方では仮設グラウンドとしてご利用をいただ

いております。そうした中で、そうした設備

を整備するということになりますと、やはり

簡易なもの、安易なものになっていこうと、

このように考えております。 

 私は、今ある施設で町民の皆さんが創意工

夫をしていただきまして、そしてご利用いた

だきたいなと、このように思います。 

 そして、総合計画では、一応年次計画を持

って整備を整えていこうという計画は立てて

おるところでございますが、その目標に向か

って、我々も努力は最大限やっていかないと

いけないと、これは十分に思っております。

しかし、今の現状況を見てみますときに、も

のを設置しただけでは、これは私は、ただも

のを提供する、あてがうというようなことだ

けになってしまおうと、このように思いま

す。今の施設でも私は十二分に活用していた

だけるものと、そしてまたその中で若干の風

よけなり、また日よけのものを持参願ったり

というようなことも私は必要になってくるん

ではないかなと、このように思っておりま

す。 

 また、ナイター設備の件、これは再三ご質

問をちょうだいいたしております。設備に関

しましても、ただつけただけでいいというも

のではございません。ナイター設備の維持管

理等々につきましても膨大な費用を要すると

いうことでございます。やはり昼間日勤をさ

れている方で、夜間使用したいなという方も

いらっしゃろうと思いますが、そうした方々

にはやはり日曜日なり、また若干の空き時間

でご活用いただけたら、このように思いま

す。 

 最終的には計画に基づいて整備をしていき

たいと思いますが、手戻りにならないよう

に、またこの総合公園が総合的にきっちりと

した公園になることを私自身は目標に掲げて

おります。しかし、今考えておりますのが、

私自身は、現施設は今以上に年次計画を早め

て取り組むということは思っておりません。

今現有の施設でできるだけ皆さんの創意工夫

のもとでご活用をお願いしたいと、このよう

に思っております。よろしくお願いします。 

○議長（熊谷直行） 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 町長みずからそういったお

言葉をいただいたわけです。私もこれ以上突

っぱねるわけではございませんが、現在の町

の財政を見るとき、非常に難しい面は多々あ

ると思います。それも私も現在行財政調査特

別委員会に所属してますので、それはよく存

じております。 

 これ以上この話を煮詰めていっても結論が

得られないというふうにも感じますので、た

だ一つ言っておきたいのは、できることな

ら、私の言ってることは私個人の意見ではな

いということだけを申し添えたいと思いま

す。これはあくまでも住民、また利用されて

いる方々の声でありますので、これを代弁し

てるということをご理解いただきまして、こ

れから先、機会がもしありましたら、この今

言ったことについて、一つでも前向きに検討

していただくことをお願いしまして、私の一

般質問を終わります。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（熊谷直行） 以上で５番中井政喜議

員の一般質問は終わりました。 

 次、７番橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 会派21世紀クラブ、７番橋

本恭子。通告に従いまして、太子町にＳＥＤ

工場が新設されるに当たってということにつ

いて、一般質問を行います。 

 昨年、太子町の東芝跡地に大型新工場の新

設が決定し、太子町内外に大きな反響があり
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ました。決定するまで、首藤町長や東芝選出

議員や井戸県知事、河本国会議員の方々がた

びたび東京やいろんな場所に足を運ばれ決定

したとお聞きしております。ご尽力ください

ましてありがとうございました。 

 今年３月、太子町のＳＥＤ新工場の着工が

１年半ほどおくれると新聞報道され、心配し

ていましたが、今年９月22日金曜日の新聞

で、太子町に計画されている東芝とキャノン

の次世代薄型テレビ向けディスプレイＳＥＤ

の工場が来年平成19年２月に着工され、平成

20年から量産を始め、北京オリンピックに向

けた商戦をにらみ、着工時期が決められた。

新工場は東芝姫路工場、太子町鵤の跡地に約

18万平方メートルに建設される。約1,800億

円を投じ、55インチの大型ディスプレイを中

心に量産体制すると報じられました。 

 太子町に新工場ＳＥＤが新設されると、太

子町とその周辺地域の将来において地域社会

活性の夢があり、雇用拡大等、地域経済対策

においても大いなる期待ができます。 

 我々太子町議会議員有志で、平成18年、今

年10月23日月曜日、企業誘致の進んだ石川県

能美市へ研修のため行政施設に行きました。 

 石川県能美市は、平成17年２月１日、３町

が合併し、合併当時の人口は４万8,207人

で、また現在ニューヨークヤンキースで活躍

の松井秀喜ベースボールミュージアムがあ

り、市が造成した工業団地が５カ所あって、

東レ、東芝、松下、シャープ、三菱と大きな

企業が集まり、今後も土地が安いので、大企

業がどんどん集まりそうです。市としても、

情報があれば企業誘致のため、どこにでも働

きかけをしているそうです。 

 そこで、３点伺います。 

 １点目、町の企業誘致制度について伺いま

す。太子町は、太子町工場立地促進条例の改

正を平成18年６月にしましたが、ＳＥＤ新工

場が新設されると補助はどの程度か、また約

1,800億円の新工場の大企業だけに頼らず、

能力のある中小企業でもよいので、多くの企

業が来られるように努力できませんか。例え

ば、阿曽の土地で吉福グラウンドの用地変更

とか、例えば阿曽の場合は、姫路バイパスお

りた阿曽周辺を工業用地にする考えはない

か、住民の声であります。 

 ２点目、町の産業振興奨励制度について伺

います。既存企業と考えますが、これについ

て伺いたいと思います。 

 ３点目、その他企業誘致に当たっての諸制

度について伺います。新聞に兵庫県は太子町

のＳＥＤ工場に投資額の約３％に当たる五十

数億円の補助金の支給をする方針だが、支払

いは工場の稼働後になると書いてありました

が、県の補助はどれぐらいなのか、またほか

に諸制度があるか。 

 ３点についてお伺いいたします。お願いい

たします。 

○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） それでは、２

番の産業振興助成制度につきましてお答えい

たします。 

 本町内の中小企業者が必要とします事業資

金を融資しますものに太子町中小企業振興融

資制度がございます。また、商工会でも取り

扱っております各種事業資金融資を受けた町

内中小企業者に対しまして利子の補給を行う

太子町中小企業対策利子補給制度などが主な

産業振興制度でございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 町の企業誘致助

成制度ということでございますが、本町にお

きましては、企業立地に向けた主な支援措置

といたしまして、平成17年４月より施行して

おります太子町工場立地促進条例に基づく制

度がございます。 

 この制度の内容につきましては、町が指定

しました事業者が新たに町内において基準に

適合した新設工場を設置した場合における操

業開始日以降において最初に賦課される年度

から６年間における各年度の固定資産税相当

額の８分の１の額を税の完納年度の翌年度に

奨励金として支給するというものでございま
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す。 

 その他企業誘致に当たっての県の制度とい

うことでございますが、その他の企業誘致に

関する制度といたしましては、現在兵庫県が

行う産業集積条例に基づく産業立地促進制度

というものがございます。主な支援策の内容

といたしましては、税制上の優遇措置といた

しまして、不動産取得税の不均一課税、また

助成金といたしまして、新規地元雇用者に対

する補助、それと設備投資額の３％以内の設

備投資補助ということが定められておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 いろいろと１番の町の企業

誘致制度について説明がありましたが、それ

について何点かお聞きいたします。 

 これは大きな企業ＳＥＤが来るに当たっ

て、一番立地条件に該当してるかと思います

が、これは地域限定しているような気がする

んですが、それについてそうではないかどう

かということと、それから例えば例を今挙げ

ましたが、吉福グラウンドとか阿曽の方で、

住民の声としてバイパスおりて、すぐ阿曽の

周辺が今農地なんですけれど、あそこら辺で

有能な中小企業が来たら町が潤うんではない

かという住民の声をよく聞きますが、それに

ついても伺います。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 地域限定という

ことでありますが、そもそもこの条例の根本

は工業地域という地域の定めの中において行

われますので、現在太子町の都市計画区域に

おける工業地域と申しますのは、東芝太子工

場が設置されております約20万平方メートル

の範囲の中でございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） 阿曽とか吉福

とかという場所が出ましたんですけども、阿

曽につきましては、かなり以前から工業団地

としまして地元に入った経緯がございます。

これにつきましても、やはり地元の同意が得

られなかったといったことと、今もう一点、

吉福の今おっしゃられてるのは山電の土地で

はないかと思うんですけれども、これにつき

ましても現在道がございません。ですから、

揖保線が５年前後先に開通しましたら、それ

なりに山陽電鉄さん自身も考えられ、いろん

な法律の中で運用されていくんではないかと

いうふうには考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 ありがとうございました。 

 それでは最後に、太子町に東芝とキャノン

の次世代薄型テレビ向けディスプレイＳＥＤ

の新工場が新設されると、太子町のその周辺

地域の将来において地域社会活性にもなり、

雇用拡大と地域経済も大いなる期待ができま

す。新工場は新規採用を300人ほど計画して

いるようですので、今出向している社員を戻

し、1,800人ほど雇用とも聞いております。

新工場の新規採用に関して町長にお願いした

いのですが、太子町の住民をなるべく採用し

てほしいと企業に働きかけをよろしくお願い

し、私の一般質問を終わります。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） 町長、何か答弁されま

すか。いいですか。 

（橋本恭子議員「よろしくお願いしま

す」の声あり） 

 以上で７番橋本恭子議員の一般質問は終わ

りました。 

 次、１番上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 １番無所属上山隆弘。通告

に従いまして質問させていただきます。た

だ、今回の質問に関しましては、質問の通告

の最後にさせていただいておりますように、

大きな流れとしてここに示させていただいて

おりますので、久々の登壇でございまして、

いささか緊張いたしておりますが、将来のま

ちづくりについて一問一答でお答えの方よろ

しくお願いしたいと思います。 

 将来のまちづくりということですが、将来
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のまちづくりと言いましても大変幅の広いお

話でございます。太子町は単独で行政運営を

行っていく状況に今なっております。 

 そこで、平成18年度上半期取り組み状況、

これは太子町新行政改革大綱第３次の実施計

画の報告、ホームページにも載っておる分で

すが、自主財源の確保という部分での都市計

画税、そして法人町民税に対して現況の調査

を行ったというふうな報告が今までの結果と

して上がっておるわけですが、その内容につ

いて報告をいただきたいと思います。 

○議長（熊谷直行） 上山議員、一問一答で

すから、全部これ１問で通して質問してくだ

さい。 

○上山隆弘議員 その質問の後に、存立に当

たって危機的状況と、これは町長の今年度の

施政方針の中から言葉をいただきまして、こ

こに記させていただきましたが、危機的状

況、これは非常にやばい状況であるというこ

とですが、町長自身、どの位置まで目標を持

ち、解決に臨もうとしているのかという町長

自身のお考えをお聞きしたいと思います。 

 財政の自立にはまず質のよい財源をいかに

確保するかということは大切なことではない

かというふうに思いますが、分権の改革が進

む中での地方自治体の取り組み、町長自身ど

う考えておるかという点で、利他的見地から

の制度改革も必要になってくるだろうと、そ

ういった分野、そして町税の予算は予算の中

で43％を占めておりますが、太子町という土

地は大変恵まれた土地でもありますし、災害

も少ない、交通の利便性もよい、大きな企業

もある、当然住みたい人も多いんです。企業

も太子町に進出したいというような企業もあ

ったように聞いております。 

 調整区域の方に目を向けますと、田んぼを

されない方も増えてきている。大事にされて

おられる方も当然おられます。もちろん土地

はその所有者のものですから、町がどこまで

踏み込むかということはなかなか難しい問題

ではあります。しかし、ある程度総合計画、

このたびいろいろと読ませていただきました

が、過去からのものも目を通させていただき

ましたが、やはりある程度行政がその方向性

を示していくことも必要ではないかというふ

うに考えます。 

 ここで時代の変化の中で申し上げたいこと

は、民主主義に基づく市場経済との融合であ

ります。職員の方々の対応は、業者さんのお

問い合わせ等に関しては非常に太子町、この

近隣の市町と比較しても柔軟であり、書類の

回りが早く、対応がすばらしいと聞いており

ます。大変ありがたい話であるなというふう

に感じました。 

 ただ、一つ言えるのは、行政側からの工事

規制が厳しいと、民間が開発をしてきたよう

な太子町であると言っても過言ではないよう

なまちづくり形成をきょうまでに行ってきた

のではないかというふうに思いますが、現

在、広畑、そして大津、たつの等に企業が行

ってしまっているような話も聞いておりま

す。これを損失ととらえるか、またこれはこ

れでいいんだととらえているのかという部分

もお聞きしたいと思います。 

 昨今太子町は民間開発型のまちづくりを行

っているように私は見ております。これもあ

りがたいことであります。しかしながら、民

間意識をどのように町が理解しておるかとい

うことが非常に問題であります。 

 住民の方々といいますのは、本当に行政に

何を求めているのか、私が住民として議員に

出させていただく前に思っておりましたこと

は、単純に住みよい町である、私も最近子供

ができまして、よりこの制度、この場面この

場面において、ああ、こうだったらいいのに

なと気づく幅も多くなりました。若い世代は

なかなか気づくまでに時間がかかるかもしれ

ません。しかし、若い人口が比較的多い太子

町では、若い人口の立場を考えた若い人口の

ための政策も必要ではないかというふうに考

えます。それは太子町に住んでもらうための

政策であります。 

 太子町を企業で考えるならば、町長は社長

であり、その社長の決断というのがもっと見
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える形になるべきであっていただきたいとい

うふうに考えております。 

 今後、自立したまちづくりを行っていくた

めには、安定したお金はやはり必要になって

きます。しかしながら、全国どこを見ても、

一部の地域を除いては大変厳しい状況になっ

ております。国自体も厳しい状況になってお

ります。 

 そういった中で都市計画を見直す、つまり

は間もなく、今第４次の太子町総合計画が平

成12年にでき上がっておるわけですが、次の

計画に向けて、町の大きな目標として町の独

自のものをどこまでつくっていけるのかとい

うことは大きいことではないかというふうに

考えております。そういった部分も含めまし

て質問とさせていただきますので、答弁の方

お願いいたします。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） まず、最新の都

市計画税の賦課の実態の調査報告ということ

でございますが、税額につきましては、合併

協議時におけます14年度時点での試算額で約

２億8,700万円、税率にしまして100分の

0.3ということでございます。 

 以前にも説明しておりますように、現行の

課税システムにつきましては、都市計画税の

課税処理には対応していないということで、

課税する場合には、新システムに移行後にお

きまして、課税客体となる市街化区域の表示

登記のなされていない家屋を中心に現地調査

等の確認作業を実施することとなりまして、

現在の評価額における計算はできませんが、

しかしながら大きな差異はないということを

考えております。 

 それと、太子町存立の危機的状況というこ

とで、その存立に当たっての危機的状況をど

う解決していくのかということでございます

が、町の財務体質をあらわす指標の平成17年

度の決算の一例でもってご説明をいたしま

す。 

 まず、財政構造の弾力性を見る経常収支比

率でございますが、県下市町平均91.8％のと

ころ、本町におきましては88.3％、それと公

債費の財政運営に及ぼす影響を見る起債制限

比率ですが、県下市町平均12％のところを本

町9.5というところでございます。 

 それと同じく、17年度より新設されました

指数であります実質公債費比率というものが

ございまして、それが県下市町平均17.6％の

ところ、本町におきましては16.1というよう

に、特に際立って悪いというものではござい

ませんが、極めて厳しい状況であるというこ

とは認識しております。 

 そのため、今本町におきましては、行財政

改革大綱に基づきます具体的な取り組みを集

中的に実施する計画である集中改革プランに

よりまして、21年度までの具体的な取り組み

を町の皆様に分かりやすく明示しまして、ホ

ームページで公表しております。 

 その実施に全力を挙げて取り組んでおりま

すが、油断することなく、不断の努力の積み

重ねが健全財政堅持につながるものと確信を

いたしております。特に、国、県の施策の動

向に注意しながら今後も進めてまいりたいと

考えておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えします。 

 先ほど部長が答弁したとおりでございます

が、私自身、危機的状況という言葉は使わせ

ていただいております。今までの流れでずっ

と行政を執行していきますと、やはりそうし

た状況に陥ってくるだろうというところと、

また今現在ご承知のとおり、税等々、また交

付税の歳入面は若干落ち込んできておるとこ

ろでございますが、そうした中で、ご承知の

とおり財政調整基金もあとわずかになってき

ております。恐らくや平成19年度の新年度予

算編成では、ほぼ持ち出さないとなかなか難

しい現状であろうと、このように考えており

ます。 

 そうした中で、全般にわたりますと、今お

っしゃっておりますように、法人町民税の伸

びというようなことは、やはり私はある程度
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ＳＥＤ工場が進出するということで、今辛抱

しておれば伸びてくるんではないかと、この

ように考えておるところでございます。 

 それと、まちづくりについておっしゃって

おりますが、もう既に議員もご承知だろうと

思います。どこにでも工場誘致等々ができる

かというと、これはもう都計法上、また町行

政のみで決定ができるところでもございませ

ん。今太子町でもそうした線引きを引き、市

街化区域、調整区域等々区分をいたしており

ます。まだ、その市街化区域の中では残地が

23％あるというような現状でございまして、

その変更につきましては、県の方でも認可を

受けるということは、認定を受けるというこ

とはなかなか今の現状では難しい現状でござ

います。 

 先ほど来、出ておりますように、工業団地

等々が持てるんであれば、私もそうしたこと

も考えていきたいなと、このように思います

が、今の都計法上の線引きがある程度めどが

立っていかないと、新たに大きく変更してい

くということは、これは現状では難しいと思

います。 

 そうした中での対応、また太子町では

22.62平方キロ、狭隘な中でのそうした活

用、また先ほど申し上げましたように、その

地域、また地権者がまとまらないと、これは

なかなか難しい問題であろうと、いみじくも

先ほど阿曽の方でですか、工業団地等々も言

われました。前の質問やったかな。阿曽でも

一度はトラックターミナルが進出しようとい

うことで、我々行政の方としても、あそこで

あれば町民の皆さんに大きな障害を与えない

だろうということでやったわけですが、地権

者の皆さんのすべての合意が得られなかった

ということで、撤退したというような経緯も

ございます。 

 そうした中での取り組み、行政としても、

将来的にそうした面、見直せる時期に来まし

たら、大きく将来を考えて、都計法上の変

更、また見直しをかけていきたいと、このよ

うに思います。そうした面はやはり県当局と

も十分にすり合わせをし、可能であるような

変更をかけなければいけないだろうと、この

ように考えております。 

 私自身、今職員にもいつも申し上げており

ます、耐える時期であるということで、大き

な箱物事業等々には手を出さない、そして一

つ一つの目的を持った事業を片づけていき、

そして新たな事業に着手していこうというよ

うな方向を打ち出しておりますので、その点

ご理解をお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 要するに、危機的状況とい

うのは、意識的啓発ではないかというふうに

私自身は考えるわけですが、そういった意味

で、取り組む上でもやはり私がきょう質問し

たいなというふうに思っておりますのは、ま

ず人口規模です。太子町の適正人口規模、

1973年の振興計画の基本方針を読みました

ら、一番最初の基本方針のページに、第１

は、町民のためにあり、町民を無視した行政

はあり得ない。町民が幸福であり、健康であ

り、文化的に生活ができることこそ町政最大

の目標であり、最高の使命である、こう書い

てありました。このことは今も同じ考え方で

よろしいでしょうか。 

○議長（熊谷直行） それだけでいいすか。

あとあるんだったら続けて皆質問しといてく

ださいね。 

○上山隆弘議員 当時の1973年、昭和40年の

国勢調査ですが、このとき人口は１万

6,545人でした。このときの目標、55年には

３万1,903人という目標を当初立てておられ

ました。しかし、実態の統計では２万

6,686人、5,217名少し足らなかったと。そし

て、次の計画である55年の将来の目標には、

昭和65年と書いてありましたが、３万

1,903人、実態は３万477人でした。 

 その55年の振興計画には、将来の目標とし

て、努力すれば到達するであろう次元に目標

を置いて試算したと。総合計画、平成12年の

人口予測の中では３万5,000人と掲げられて
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おりますが、平成12年度実態は３万1,960人

でした。確かに55年の目標を掲げたときには

数が少なく、もしかしたら町としても時期的

にいい時期でもあり、努力もされたのかもし

れません。 

 何が申し上げたいかといいますと、これは

太子町は人口をどのようにコントロールして

いくのか、目標ではなく予測であるというこ

とだとは思いませんが、予想どおりとして、

ここに出てる答えが予想どおりで範囲で終わ

らせるのか、それともおよそだから、大体の

幅としてはこのぐらいの程度だろうという判

断でとどめておくのか、この数値的なものの

見方をどうとらえていくのかということが課

題に上がっていくべきではないかというふう

に考えます。 

 しかし、計画の中に上げられている文句の

中では、単純に目標としてあったものが、計

画が進行するに従って予測という言葉に変わ

り、推測というような変化をしてきておりま

す。確かに目標として上げる以上、当然町と

してさまざまな分野での取り組みで努力を行

ってこられたと思うんですが、再度人口適正

規模についてどう考え、割り出しておられる

のか、お聞きしたいと思います。 

○議長（熊谷直行） 上山議員、当局が答え

いただけるんだったらいいんですけども、一

応通告は都市計画区域を見直すことが中心に

なってますんで、ちょっとこれ離れてますけ

ども、答弁いただけるんであればいただきた

いと思います。 

 上山議員、あと再質問につきましても、基

本的にはこの通告に従って質疑をお願いした

いと思います。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） まず、一番最後の人口

の件からお答えします。 

 もうこれ既にいろいろな人口推計を出させ

ていただいておりますが、今まで右肩上がり

の世相で、太子町もどんどん増え続けておっ

たという中で、大きく時代が変化してきてお

ります。やはり今現在少子・高齢化という言

葉も使われており、太子町でも県内下から３

番目の若い町だと言いながら、その高齢化率

は上がってきておるというのが現状でござい

ます。 

 そして、今まで増え続けた人口、これ私は

いつも申し上げております。大手の企業さん

の影響も大きく左右するであろうと、このよ

うに思うところでございますが、先ほど来申

し上げておりますように、ＳＥＤ工場の進出

というのは、また新たな変化が見られるんで

はないかなというところで大きく期待をして

おるところでございます。だから、あくまで

も人口というのは推定でございまして、今ま

での伸び率等々も勘案しながら予測を立てて

いったというところでございます。 

 それから、やはり私ども行政を執行させて

いただく中で、また町の首長といたしまして

は、町民の皆様とともにこの町を形成するべ

きだと、これはもういつも念頭に置いており

ます。町の主体の行政であってはならない

と、我々職員も企業人と一緒で職員であり、

また一人の奉仕者であるという考えのもとで

行政執行に取り組まさせていただいておると

ころでございます。 

 当初、55年当時のこともおっしゃっており

ます。私は、何ら基本はそれに変わらないと

いうふうに思っております。これからまして

こうした財政的に厳しい状況になりますと、

なおさらそうして一つの事業を執行していく

に当たりましても取捨選択、そうしたものは

やはり町民の皆さんと十分にコンセンサスを

図りながら取り組まなければいけないと、こ

のように考えておるところでございます。 

 また、抜けておるところがございました

ら、再度ご指摘を願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 少し通告から外れるような

質問で申しわけないと思います。ただ、都市

計画を考えるに当たっても、そういった内容

をどのようにとらえるかということは、私は

必要なことではないかというふうに考えてお
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ります。その踏まえ方から計画が生まれてき

て当然だというふうに思っております。 

 その中で、太子町は、都市計画につながる

質問としてさせていただきたいと思うんです

が、合併をせずに行っていくと、ということ

は、計画として進めていくときに、町長の考

え方として、ここに全国町村会、平成13年度

の意見でございますが、項目の６番、数値目

標の設定については、地域のあり方について

その理念と目的を示すことなく数値を設定す

ることは、半ば強制合併を意図したものと考

えざるを得ない。これ合併や地方分権という

ものを推進することもありつつ、地方自治体

が果たすべき役割に必要な部分を非常に訴え

る内容も重なっております。 

 町長はよくご存じではないかと思うんです

が、それは地方税財源について８番でも分か

りますように、食糧の供給であったり、水資

源、自然の環境確保、同時に町村自身の課税

自主権に基づく自主財源確保のための創意工

夫を図るべきであるが、現行制度のままでの

移譲は課税客体として乏しい自治体の充実に

つながらない懸念があると。 

 しかし、太子町は今の状況で恵まれている

状況の中から、私がまちづくりとして上げて

いるこの政策、そもそも都市計画というの

は、三本柱というのはよくよくご説明いただ

くところでございますが、１つは土地利用、

そして都市施設、インフラ、箱物、それから

市街地開発というふうなところでございま

す。 

 そういった今の町長の説明をお聞きします

と、やはり県の状況によってなかなかできな

いっていうこともよくよく理解いたしており

ます。太子町自身が必ず悪い取り組みをして

きたわけじゃないと、全国的に自治体という

ものがそういう範囲でしか取り組みができな

かったんであろうと、だからその中で太子町

の取り組みというのは悪かったのかよかった

のかということを問うのではなくて、今後の

あり方としてただしていきたいということを

思うわけです。それは分権の大きな目標は、

意欲、能力の高い市町村を育成し、我が国に

本格的自治を定着させることがやっぱり根底

にあると思います。 

 ただ、国はそういったようなことを掲げな

がらも、まだ半ば手落ちがあるんではないか

と、まだ完全ではない地方分権の政策を出し

てきておるように考えております。だからと

いって、合併の論議であったり、地方分権の

話がとまっているわけではなくて、今も現在

進行中であります。 

 市町村側といたしましては、その受け皿を

つくることが大切であるというふうに考える

わけですが、その受け皿をつくるためのこと

を考えれば、やはり本来の町が目指す目的、

この分権が騒がれるようになった中で確立し

ていかなくてはいけないのではないのかと、

もう一度見直す時期が来ているのではないか

と。 

 ここに兵庫県の市区町村別主要統計指標と

いうのがございます。2000年から2030年まで

の指数を示しておりますが、年少人口は減っ

ていっております。生産年齢人口も減ってい

っております。増えているのは65歳以上の老

年人口だけです。ということは、事前に若い

世代を増やしておくような働きが必要ではな

いかというふうに取り組みとして思うわけで

す。 

 今の現状の中で、太子町の取り組みとし

て、農住組合法に基づくものであったり、区

画整理法などの活用によって技術的支援であ

ったり、まちづくり活動助成をされていると

いう努力の形も私はすばらしく、特別指定区

域の網かけもそうです。思っております。 

 ただ、その中で今後いかに住民サイドとの

共通の認識を持って取り組むか、きょうの

朝、ニュースを見ても、知事が容疑者になる

ようなことでは、行政というものであった

り、議員というものは、住民からはいつまで

たっても信頼を取り戻すことはできません。 

 その中で、僕が驚いたのは、1973年につく

った振興計画の最後にも住民と一体になって

という言葉が入っておりました。私が思うの
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は、住民と一体となって計画を進めていく行

政側の住民の認識をどのようにとらえるかと

いう中で計画を立てられるかということが大

切ではないかというふうに考えております。 

 その中で、私が言うのは、若者の代表のよ

うなことを言われますが、決して若者の代表

ではなくて、太子町に生まれ、太子町に育っ

て、太子町を守っていきたいという気持ちが

あるからこういった質問をさせていただきま

す。 

 ほかの町では、大阪市は家賃補助制度とい

うのを設けておられます。そして、赤穂市も

Ｉターン、Ｊターン、相生市なども若い世代

に対しての助成金を進めようということをし

ておられます。 

 確かに都市計画というものが、見直しが苦

しい中でも工夫と知恵をしぼり出すことがで

きないかというふうに思うわけですが、その

辺はいかがでしょうか。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） これね、議員もご承知

でご質問されとるんではないかと思うんです

が、もう既に既存の計画が立案されてずっと

流れてきてるわけですね。それを１に戻すと

いうことは、これはもうできないのは十分ご

承知だろうと思います。 

 今そこで行政が誘導することは可能なんで

す、やろうと思えば。しかし、そこには大き

な投資をしなければならない。先ほども申し

上げました、23％まだ残存地があると、そう

したところに、それを埋めていこうとすれ

ば、やはり誘導する道路とか、そういうもの

を建設していかなければいけない。そうする

と、また大きな費用を投入しないといけな

い。 

 我々町独自でそうした見直しがどんどんか

けられていくんであれば、また可能であろう

と思いますが、今のところは、今の線引きで

執行せざるを得ませんので、それは十分ご理

解をお願いしたいと思います。 

 その中で、やはり財政的な面も考慮しなが

ら誘導ができる時期にはそういうことも考え

て、大きな計画変更等々もやっていこうと、

このように考えます。しかし、今の時期、私

はいつも申し上げますが、やるべきではない

というふうに踏んでおります。 

 そしてまた、若い世代の増というところで

ございますが、これはもう全国的なことでご

ざいます。しかし、太子町では出生率等も見

てみますと落ち込みはしておりません。約

400人ほどの新しい命が芽生えております。

そうした意味におきましては、私は悲観する

ところじゃないと思いますが、高齢化という

ことは避けて通れない道であろうと。そうし

た面、国民健康保険、また介護保険等々、老

健の繰り出しが増えてきておるというのは、

もうこれはいたし方ない問題であろうと。こ

の中で、国の法改正等々も十分ににらみなが

ら経過を見守っていきたいと思います。 

 都市計画等々につきましては、今のところ

私は現状をいかにするかというところでござ

いますが、大きな誘導が行政で可能であるか

というと、今のところは私は避けて通りたい

と、このように思っております。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 もちろん都市計画というも

のが、過去からのものの流れの中でできない

ことは承知いたしております。ただ、その中

で、町が云々できる幅が広がっていこうとし

ている時代が来てるのも確かでございます。

そういった検討を事前に行っていくことは今

必要ではないかというふうに考えるわけで

す。 

 例えば、工夫や知恵を絞るというのも、こ

れはあくまでも例えばでありますが、23％残

っている遊休地に対して賃貸を建設される方

も増えてきておると思うんですが、やはり太

子町は、単身で住むのではなくて若い家族

で、若い世代で子供を産んでこれから成長し

ていこうというような家族が比較的多く住ん

でおるように感じます。それであれば、例え

ば賃貸のハイツであったり、マンションを建

てる、若者向きに建てるという大きな名目は



－40－ 

立てにくいかもしれませんが、建てる方に助

成を行うであったり、今後若い世代が家を建

ててくれるんであれば、そういった助成を行

うというようなことも前振りとしてやってい

ってはどうかなというふうに思いますが、そ

の辺はいかがでしょうか。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） これ新規のそうした助

成事業、今考えられる道ではないと思ってお

ります。しかしながら、既存の、いかにして

若い世代が住みやすくなれるか、そしてまた

共稼ぎ等々も可能であるかというような点で

の助成については見直しているところでござ

いまして、保育所の新設、そして学童保育、

また幼稚園の預かり保育、そうした面も改善

はさせていただいております。また、これか

ら各小学校では、放課後の新しい新規のメニ

ューでもって、文科省の方でそうした放課後

子どもプランというメニューでもって、時間

外も各小学校で学年関係なくやろうというこ

とも今、新年度から恐らく実施されてくる

と、このように考えております。いろいろな

そうした中で太子町に住みたいなというよう

な町にしていきたいと、このようには努力さ

せていただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（熊谷直行） まだ再質問あります。 

（上山隆弘議員「最後に」の声あり） 

 上山隆弘議員。 

○上山隆弘議員 取り組んでいっていただけ

る検討もまた今後行っていただきたいと思い

ます。 

 確かにこれから民間組織でも組織力という

ものが低下するだろうと、それは団塊の世代

が抜けるからだというようなことを聞く場合

もあります。 

 ここに並んでおられる皆さん、管理職の

方々は、この当初の計画が出されたころから

おられる方も多いのではないかというふうに

考えております。皆様がきょうまでつくって

きたものを最後に引き継ぐ形と、新たなまた

最後の一仕事としてのチャレンジャーとして

の大きな、無理だと分かっていることもあり

ますし、難しいと分かっている中でのある意

味挑戦というものに期待をしたいと思ってお

ります。どうか今後とも太子町よろしくお願

いいたします。 

 これで１番上山隆弘の質問を終わります。 

○議長（熊谷直行） 以上で１番上山隆弘議

員の一般質問は終わりました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（休憩 午前11時46分） 

（再開 午後１時00分） 

○議長（熊谷直行） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 一般質問を続行します。 

 次、４番井村淳子議員。 

○井村淳子議員 失礼いたします。４番公明

党井村淳子。通告に従いまして一般質問いた

します。 

 公明党の推進で子育ての支援策の一環とし

て出産育児一時金の支給額が今年10月から従

来の30万円から35万円に引き上げられまし

た。また、出産育児一時金の増額とともに、

一時的ではあっても、病院への支払い時に高

額な分娩費用を一たん親が立てかえて、出産

後に請求をし、受け取るまでに１カ月近くか

かる従来の支給方法について改善を求める声

が、特に収入の少ない若い世代から数多く寄

せられておりました。そのため、太子町にお

いては、支給額の８割までを無利子で借りら

れる出産費貸付制度により、実質的に前倒し

資金をするといった対応もなされてきている

ところであります。 

 公明党としては、一たん高額な分娩費用を

立てかえなければならないという支給方法の

問題点を改善するために、出産費用の総額か

ら出産育児一時金を差し引いた金額のみを病

院に支払うという制度の改善を国に対して粘

り強く提唱してきたところであります。 

 その結果、支給方法の改善策として、出産

予定日の１カ月前から被保険者である親の事

前申請を受け付け、出産後、保険者である市

町などが医療機関に直接分娩費を支給する方
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法として受取代理の制度が導入されました。 

 この制度は、例えば分娩費が30万円だった

場合、保険者の市町などが30万円を医療機関

に支払い、残りの５万円を親に支給するとい

う仕組みであります。また、分娩費が40万円

かかった場合は、保険者が医療機関に35万円

を支払い、差額分の５万円を親が医療機関に

支払うということになります。 

 この出産育児一時金に係る受取代理の制度

が導入された趣旨を生かし、出産時の家計負

担を軽くし、安心して子供を産むことができ

るように、太子町においても受け取り代理の

制度を実施すべきと考えるが、当局の考えを

お聞きいたします。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） お答えをした

いと思います。 

 この制度につきましては、今井村議員さん

が言われましたとおりでございまして、私ど

もの方へは８月30日付でもちまして、厚生労

働省の局長通知が参っております。その趣旨

は今議員さん言われましたとおりでございま

して、それぞれ各保険者、県下市町、今導入

に向けましての準備段階ではないかというふ

うに思っております。 

 本町の考えを今問われましたのでお答えし

ますと、遅くとも19年４月１日には実施をし

たいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 19年の４月から実施をした

いということでありました。私もいろいろ調

べてみまして、この支給方法を実施するため

には、国民健康保険の保険者である市町の積

極的な取り組みが必要であるということであ

ります。強制ではなく、任意の取り組み制度

となっている現状であります。 

 受取代理については、本年、先ほども言わ

れましたが、８月の末にそういうふうな県の

方から通知があったということで、本年11月

末現在の兵庫県下の実施状況でありますが、

12市１町に国民健康保険組合にとどまってお

るところであります。それ以外のほとんどの

市町は、今部長が言われましたように、市町

組合が実施に向け検討中という状況になって

おりました。しかし、既に今月12月から実施

をするという赤穂市、西脇市もこの制度を取

り入れ、早々と実施されている現状もござい

ます。 

 全国的に見ましても、10月からの出産育児

一時金が30万円から35万円に上がりましたの

で、そのときに始められたところも全国的に

も多いようでありますが、実質的にはこの

12月からの実施が断然多い、そのような印象

を受けたところです。 

 県としても、先ほどもありましたが、市町

とか国民健康保険組合に対して受取代理の推

進依頼や、医師会に対しても協力依頼を行う

などされているということを聞いておりま

す。 

 私のところには、インターネットとかを見

られて、既にこういう制度が実施されたとこ

ろもあるということを聞かれた方からは、せ

っかく導入された新たな制度がなぜまだ使え

ないのかといった声が早く届いてきておりま

す。今回、こういう質問になったわけですけ

れども、太子町の方にも８月の末にはそうい

う県の健康生活部、生活企画局、医療保険課

よりそういう通知が来てると。その中には、

私も見せていただきましたが、できるだけ受

取代理について実施体制を整え、11月末まで

の実施をされたい旨との通知があったと思っ

ております。 

 太子町の取り組みは、先ほどの答弁であり

ますと、いま一つ消極的ではないかと思いま

すが、これについては当局はどのように考え

ておられるんでしょうか、再度答弁をお願い

いたします。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 確かに早期で

の実施ということで、県の方からは通知をい

ただいておるところでございまして、消極的

ではないかというご指摘でございますが、特

にこの趣旨を考えてみますれば、何ら否定す
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るところもございませんし、当然積極的に取

り組むべきという内容でございますので、決

して後ろを向いてるとか後ずさりをしている

というものではございません。 

 いろんな請求書等を始め、まだこれから様

式等を刷っていかなくてはならない状況等も

ございますし、医療関係ともまだ話が、医師

会の方からはそれぞれの依頼文が回っておる

ようでございますけれども、直接まだ保険者

と医療機関との話もまだ残しておるところで

ございますので、それらの諸準備を整えまし

て、先ほど答弁では、遅くとも４月１日とい

う表現を使わせていただきましたんですが、

できるだけ早いという意味合いを含めた内容

でご理解をいただきたいというふうに思いま

す。 

○議長（熊谷直行） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 本当に来年の遅くとも４月

からという答弁でありましたが、もうできる

だけ、一日も早く実施をしていただきたいと

いう思いであります。 

 今回は、最近の社会情勢からいいますと、

正規の社員としての仕事につけない若年層っ

ていうのが、１人の収入で家族を支えること

がより厳しくなっており、本当に結婚に踏み

切れないために晩婚化が進んでおる、結婚し

ない人も出てきているような状況でありま

す。 

 これ以外にもさまざまな複合的な理由や要

素があって少子化という社会になってきてい

るわけでありますが、先ほども町長が言われ

ました、県下下から３番目の若い町である

と、また年間400人ほどの出生率があり、少

子化少子化と言われる中でも太子町は本当に

恵まれている、そういうことからいいます

と、子育ての支援策の一環として、若い人た

ちが早く結婚し、家族をつくりやすくするよ

うにするというためにも、出産時の家計負担

を軽くし、安心して子供を産み育てるように

できるような受取代理の一日も早い実施が望

まれるわけであります。 

 いろんな、医療機関のこと、また書類のこ

といろいろ等々準備があると思いますが、で

きるだけ早く積極的に取り組んでいただきま

して、４月といわず１月、２月からでもでき

るだけ早い時期にこの受取代理の制度を取り

組んでいただきますことを要望いたしまし

て、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（熊谷直行） 以上で４番井村淳子議

員の一般質問は終わりました。 

 次、２番服部千秋議員。 

○服部千秋議員 失礼いたします。２番服部

千秋。通告に従い、「町施設等の環境対応型

への転換への対応は」というテーマで一般質

問させていただきます。 

 私は、限られた地球資源を有効に活用し、

将来の地球人に対しても恥じない生き方をし

ていくことが、今生きている私たちにとって

大切なことであると考えます。地球をいたわ

ることは私たち人類をいたわることでもあ

り、町や私たち個々の家庭においてもできる

ことから実施しなければならないと考えま

す。 

 そこで、本日はこのような観点から、町の

施設等の環境対応型への転換に焦点を当てて

質問させていただきます。 

 例えば、将来町の施設において、①太陽光

発電を屋根や壁等に取り入れた取り組みはで

きないか。 

 ②屋根に降った雨水を集めてトイレ等の水

に利用できないか。 

 ③熱源として地熱、太陽熱を利用して、暖

房費、冷房費を節約することは考えられない

か。方式として、パッシブソーラー方式やク

ールチューブ方式も考えられないか。 

 ④男性用（小便）トイレに水を流さなくて

もよいものを神戸のＪＲで見かけたが、この

ような取り組みはできないか。 

 ⑤その他、施設でどのようなことが考えら

れるかについてお尋ねいたします。 

 さらに、⑥施設以外でもエコカー（ハイブ

リッドカーや電気自動車など）を公用車に利

用できないか。 
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 ⑦町内では緑やきれいな空気を守ることに

対して、行政としてどのようなことができる

とお考えかについてもお尋ねいたします。 

 もちろん初期投資にかかる費用を考慮しな

がらの実施という面があり、行政のコスト削

減という命題と、環境保全という命題の両面

から、すぐにできるかどうか、即答しにくい

面もあると思います。しかし、京都議定書に

よるＣＯ２削減など、今後地球人が取り組ま

なければならないこともあると思います。 

 地球が病んでおり、地球に住む生物が病ん

でおります。国家はそれに向けた取り組みを

今後していかなければなりません。それにあ

わせて地方自治体も国民も取り組みをしてい

かなければなりません。 

 そのため、⑧ＣＯ２の削減について、行政

として削減目標を立てて実績を管理すること

を定期的にされているか、取り組みと実績に

ついてもお尋ねします。 

 私たちの町においても、庁舎を建てたり、

今の施設を改築したりすることが将来可能性

としてあり得ます。このようなときに、でき

る事柄については取り組んでいかなければな

らないと私は考えます。町当局におかれまし

ては、今後どのようなことが可能と思われま

すか。また、このような姿勢の重要性につい

て、私と同じようにお考えか、お尋ねしま

す。 

 同時に、議員や役場職員は、一つの例であ

りますが、可能な場合には、日常生活も含め

て、率先して自動車利用から自転車利用にす

る機会を増やしてはどうか。これは意識の問

題であり、強制力を持たせることは難しいか

もしれませんが、一人の人間として取り組む

ことは可能であります。環境保全の問題は、

小さいようでも一人ひとりの積み重ねが極め

て重要であると考えるからです。しかも、議

員も行政も住民に対して私たちの意識を投げ

かけていくことが必要であると考え、私の気

持ちをここでこの場におられる皆様に投げか

けたいと思います。 

○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） それでは、お

答えいたします。 

 まず、回答させていただく者がちょっと順

番と違っとるかもしれませんので、その点よ

ろしくお願いいたしたいと思います。 

 本町においての官庁施設の計画設計の際に

はグリーン庁舎基準というものがございまし

て、グリーン庁舎基準といいますのは、官庁

施設を計画設計する際に基本的な事項を示し

ております。官庁営繕行政における地球環境

保全対策の推進に資することを目的としてい

る基準でございます。 

 この基準に基づきまして、総合的に評価検

討し、現在までに節水型便器の採用や省エネ

型照明器具の採用、建設資材リサイクルの推

進、熱帯材型枠の使用合理化等、採用などを

積極的に環境保全対策に取り組んできており

ます。 

 先ほどのご質問の１番から５番と庁舎建設

の件につきまして、含めまして、計画設計の

際には自然エネルギーを活用した省エネルギ

ー化を進めますが、環境対策整備はかなりの

コストアップの要因ともなるため、効率や効

果を十分に検証し、コストも含めた総合評価

を行いながら進めていきたいということでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 私からは⑦で

お尋ねになった部分をお答えしたいと存じま

す。 

 緑やきれいな空気ということでございまし

て、昨今森林の問題が言われております。森

林と公園、樹木などの緑は水を蓄える、それ

から酸素をつくる、言いかえれば空気をきれ

いにするということですが、それから住む場

所をつくる、それから我々の食べ物をつくる

など、本当に多くの大切な役割を持っておる

ところでございますが、私たちの生活が便利

になり、豊かになっていく一方で、この資源

であります森林破壊がどんどんと進んできて

おります。そこで、その森林破壊から数多く
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の深刻な環境問題が今引き起こされておると

いうふうに思っております。 

 そこで、行政としてどのようなことができ

るかとお尋ねでございますけれども、この地

球環境の問題でございますので、非常に大き

い問題ということでございます。地球温暖化

対策といった国際的な取り組みとか国家的規

模での取り組みがその中核をなしておりま

す。その中核部分から私ども地方公共団体あ

るいは各事業所、そして今議員さんの方から

もご指摘があったように、国民一人ひとりが

それの中核から流れてまいります各施策につ

いて協力をしていかなければならないという

体系があろうかと思っております。地方自治

体での取り組みでございますけれども、兵庫

県、本県では県民緑税がこの18年４月１日か

ら導入をされました。緑の保全、再生に関す

る事業をそれでもって事業を推進しておられ

ます。私ども市町と連携をいたしまして緑化

活動に対しての支援をする県民まちなみ緑化

事業、あるいは都市緑化促進助成事業など、

現在展開をされておるところでございます。

本町もそれらの事業の啓発に積極的にかかわ

りまして、緑の増加に取り組んでおるところ

でございます。 

 また、先ほど申し上げた資源を大切にする

ということが環境破壊を防ぐということにな

りますので、全国リサイクル運動が盛んに行

われております。本町もごみ処理において住

民の皆様の協力を得まして、減量化あるいは

再資源化を図っておるところでございます。

そのほか、政府公報等で啓発をされておりま

す、例えば冷暖房の設定温度を下げさせとい

ったような取り組み事項の推進につきまして

私どもも同時に啓発に今後努めていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 次に、６番のエ

コカーを公用車に利用できないかということ

でございますが、ハイブリッドカーや電気自

動車につきましては通常車に比べまして購入

価格が非常に高く、どうしても踏み切れない

という事情がございます。ただ、現在ガソリ

ン車、ディーゼル車を購入しておりますが、

排ガス規制適合車種はもちろん、低排出ガス

車という環境面でも高いレベルのものを選定

して購入するようにしております。 

 それと、８番のＣＯ２の削減について行政

として削減目標を立てて実績を管理すること

を定期的にされているか、取り組みと実績に

ついてということでございますが、太子町の

公共施設におきましては地球温暖化対策の推

進に関する法律第８条の規定に基づきまし

て、現在太子町公共施設地球温暖化防止実施

計画を平成15年７月に策定しておりまして、

20年までの５カ年で７％の増加に抑えるとい

う抑制目標を立てております。資源化推進経

済サービスの購入、製品、資源の使用抑制、

廃棄物の資源化、地球環境に配慮した建築物

の建築、管理に努めております。具体的に

は、燃料の使用抑制、電気使用量の抑制等を

実施し、その使用量に対しましてＣＯ２換算

を行い、毎年６月に告示によりまして公表を

しております。17年度末で基準年度である

14年度と比較しまして0.4％の削減となって

おります。 

 また、行政改革の経費節減の取り組み事項

といたしまして、ＣＯ２換算できない上下水

道料、コピー使用料、コピー用紙代、電話

代、郵送料を含め、年間５％の経費削減目標

を掲げております。17年度で16年度と比較し

まして1.6％の削減となっております。これ

につきましても毎月その使用料をホームペー

ジで公表しております。今後ともその削減に

努力していきたいと考えております。 

 それと、一つの問題ですが、職員の自動車

から自転車利用への変更をする機会を増やす

ようにしてはということでございますが。議

員もおっしゃられるとおり、これは強制とか

命令によってできる範疇ではないと考えてお

ります。ただ、その環境保全につきましては

当然公務員として持つべき課題の一つである

と考えておりまして、環境保全は町の重要課
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題の一つでもありますので、今後職員にも何

かにつけて意識づけを図るべく努力をしてま

いりたいと、このように思っております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ありがとうございました。

今後ともグリーン庁舎基準と国等の施策にか

んがみながら、環境対応型への現実的な対応

をよろしくお願いいたします。 

 先ほど、エコカー、ハイブリッドカー等の

導入についてはなかなか踏み切りにくいとい

うご答弁がございましたけれども、今後も検

討を続けていただきまして、ぜひともこうい

うものも導入せざるを得ない状況に今後日本

全体でなっていくかと私は思いますので、ご

検討を積み重ねていただければありがたいと

思っておりますので、よろしくお願い申し上

げます。 

 以上で終わります。 

○議長（熊谷直行） 以上で２番服部千秋議

員の一般質問は終わりました。 

 次、16番桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 通告の順に従いまして一般

質問を行います。 

 まず最初に、まちづくりと自主財源確保対

策についてという通告をしてるわけでありま

すが、これは町の総合計画の中に、いわゆる

理念としては生きる町、誇れる町、自立した

町ということで町の将来像の中に、その４で

にぎわいのあるまちづくりプラン、豊かな緑

に抱かれた活気あふれるまちということが上

げられているわけですけれども、その中で本

当にこれらの計画が具体化されていく、また

具体化するために住民に長期の約束をしてい

るわけでありますけれども、これらの約束が

今日までどう進められたかと、今後の取り組

みについて、まず伺いたいと思います。 

 それから、町内の商工業者、これは提言が

既にあって、何回かここでも問題になったわ

けでありますが、共同して特産品等の原材料

の調達、販売に至る施策、これらの拡充をす

ること。それから最近ですと、これは私は余

り本町では進みにくい問題なんですが、農業

法人等を含めて遊休地等の活用で企業あるい

は雇用の拡大につながるようなことを積極的

にまた取り入れてくること、これらがひいて

は自主財源の確保にもつながってくる施策で

あるという点から、地域循環の経済体制をい

かに模索し、確立をするかという点で今問わ

れているのではないかと思いますので、これ

らのことについて進捗状況なり、対応姿勢な

りを伺いたいと思います。 

○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） お答えいたし

ます。 

 まず、１番目のにぎわいのあるまちづくり

等々の中で進捗と今後の取り組みということ

でございますが、太子町における用途指定は

昭和48年にやっているわけでございますが、

そのときにはそのときの幹線道路や商業施設

等を検討し、用途地域を決めております。そ

の後、年月が経過しまして、新設の幹線道路

の開通によりまして車の流れが変わってきて

おります。その中で従来型の小売店舗から沿

道サービスの大型店舗となってきておりまし

て、特に旧国道２号線沿いの発展につながっ

ているということでございます。今後のまち

づくりには、国道179号線バイパスの建設

や、これは龍野線の旧国道２号線の北側でご

ざいますけども、国道179号線バイパスの建

設や、ＪＲをまたぐ龍野線の建設の動向を見

ながら、幹線道路の変更に伴います用途の変

更を検討していきたいというふうに考えてお

ります。 

 それと、２点目の町内の商工業者と共同し

てということでございますけども、これにつ

きましては、町内商工業者との共同での特産

品の取り組みにつきましては、現在、町と商

工会におきまして特産品開発小委員会を設置

いたしまして、その中で商工会の会員さんを

中心に新たな特産品の研究開発、販路の拡大

等を検討いたしております。 

 その一例といたしましては、太子みそを側

面より支援していただいておりますみそ煮込



－46－ 

みうどんや、みそコロッケなどですが、これ

らの商品は商工会の会員さんのお店にて正規

の商品として既に販売されているところでご

ざいます。 

 次に、遊休地の活用の件でございますが、

これにつきましては、遊休農地を有効利用す

るためのあっせんは農業委員会で行っており

ます。農業生産法人によるアグリビジネスの

参入も視野に入れ、今後も農業委員会と協力

しながら取り組んでいきたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 今、具体的に道路が建設さ

れることを機にそれぞれの周辺の用途も見直

していくというようなことなんですけども、

にぎわいのあるまちづくりのプランの中には

豊かな緑に抱かれた活気あふれるまちという

サブタイトルのもとに、合理的な土地利用の

推進ということで実際上はもう既に発効して

おらないといけないことなんですが、計画的

な土地利用、自然環境と都市環境が調和した

秩序あるまちづくりを推進するために土地利

用基本計画を策定して、計画的な土地利用及

び適正な開発許可等の運用に努めるというこ

とと、適正な土地利用としては農業振興地域

の整備を図りながら、優良農地の保全と活用

に努めていると。緑の基本計画に基づいて山

地の自然緑地の保全とその活用を推進と。こ

ういうふうに公言してあるわけですよ。これ

が約束なんですよ。だけど、そういうことに

基づいたまちづくりが営々と築かれていくと

いうことがあってこそなんですが、もちろん

これはそれぞれの用地をお持ちの皆さんの協

力を得なきゃならないということになるわけ

ですが、行政がこれらに対して積極的に、ま

た一たん定めたことに対してこだわりを持っ

て臨むということがひいてはぶれないまちづ

くりにもなるということなんだと思うんで

す。これらが本当に具体的な取り組みがある

のかどうかまで疑わしいようになりはしませ

んか。 

 それから、市街地整備の関係でも既成市街

地の整備として、中心市街地の活性化を図る

とともに、安全で良好な居住環境を整えるた

め、土地区画整理事業の推進あるいは地区計

画等による土地利用の充実云々とあります。

それから、新市街地の整備の中でも自然と調

和させながらの都市機能を高めると、こうい

うふうなことをうたっているわけであります

し、これとの絡みで本当に斑鳩地区を含めて

みても歯抜けの状況が現に生まれている。中

心市街地の整備は一体どうなったのか。 

 過去には、そこにいる皆さんはご案内のこ

とと思いますけども、市街地整備構想図を策

定したんですよ、太子町は。1,000万円ほど

のお金をかけて。それはどこか倉に入った

か、もうほかいてもうたか。そういうことに

なってしまうんじゃないかなと、計画は計画

としてある程度具体的にこだわって進めると

いうことがあって初めて実ってくるし、また

商工会の計画もプランも全体的には討議をし

て、それをいかにサポートしながら共同して

進めるかということがここでも大問題になり

ました。これらについても一緒になって考え

ていく中にそれぞれ企業の条件も整うだろう

し、雇用の拡大にもつながっていく、活性化

が見られるようになるんではないかと思うん

ですが。これらのことに責任を持って取り組

んできたのかどうか。進捗も聞いてるんです

けど、どういう進捗ですか。具体に言わない

と分かりませんから、その辺のとこも含めて

説明を求めたいと。 

 それから、特産品の問題では原材料をよそ

から買うということから、資源を有効に活用

するための施策が展開をされるということが

大事です。遊休地というのはそういう点でも

活用の方向を、そしてそこで生産してるもの

が消費に回っていくようなことを一緒に考え

ること。農業委員会とタイアップしてという

ことがございますが、販売の問題ではＪＡと

の問題があります。特産品なんかの実質的な

販売、世に出していく上では、これは話題に

ちょくちょくなるわけなんですが、道の駅的
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な、ここでも一部道の駅的なことも論議があ

りましたけど。ＪＡが４店を統合して１店し

か太子町につくらない。そういう中で、先ほ

ども総合公園の近くの問題がありましたけど

も、玄関口に近いところでの駅的な形で特産

品を自主的に販売し、宣伝をする。そういう

ことも多様な対応が求められると思うんです

けれども、そういう点ではどういう対応があ

りますか。 

○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） まず、にぎわ

いのあるまちづくりの関係で土地利用の件で

ございますが、これにつきましては各地区に

おきましてまちづくり協議会というものを推

進しまして、支援し、現在２地区でございま

すけども、土地利用の推進を図っておりま

す。そうしたことで順次進めていっていると

ころでございます。 

 それと、中心市街地、現在鵤に商業地域と

いいますか中心市街地を当初設定いたしてお

りますけども、これにつきましては、現状と

しましてやはり車のモータリゼーションの関

係で道が狭いとかいろんな問題もございまし

て、小売店舗が撤退してるといった状況でご

ざいます。こうしたことも含めまして、今後

今言いました179号バイパスの関連もござい

まして、その辺をにらみながら検討していき

たいというふうに考えております。 

 それと、遊休農地の件につきましても、ま

ず農業委員会の方で遊休農地がいかほどあ

り、かつどのような状態かという問題をまず

今年度されているというふうに思っておりま

す。そうした中で、順次それを転換してい

く、また利用増進といいますか、そういう形

で貸していくとか、そういった中で検討して

いっていきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 土地もばらばらばらばらに

存在すんですよ、遊休地というのは。だか

ら、集積していかないと活用できんような条

件のとこがありますわね。それでまちづくり

協議会のことを言ったんでしょうけども、ま

ちづくり協議会を今は松尾と阿曽と下阿曽と

いうことで進められている部分があるんです

が、それら全体的に調整区域で土地をより活

用して、そしてそこから利を生む、そういう

手だてを行政もしなきゃならない。それに対

して委員会は委員会として必要な対策を講じ

る当たり前な分野があります。ＪＡはＪＡで

それらのことを農地を活用していく上では一

緒になって考えなきゃならんし、流通面で責

任を持たせるような三者の取り組みがあって

初めて特産品でも進められると思うんです

が、みそやらイチジクを含めて、それぞれの

ことが裏づけをもって取り組めるような形

と、それから商品の市民権を全国的に得ると

いうことで言えば、基本販売が確立されてい

くということが大事です。だから、それらが

一緒になって地域の活性化につながる問題で

はないかと、このように考えるんです。 

 先ほど来、先の質問の中でも市街化区域と

市街化調整区域の関係の都市計画法上の問題

が出ておりましたけども、これについても昭

和46年、それから第１次振興計画の47年、

48年。線引きのとき、線引きをしてきた責任

もあるんですよ。当時から全体面積に占める

市街化区域の割合が非常に多い、そういうよ

うなことに対しても問題が今も残っているわ

けです。これらを整理をしながら町内で起業

ができるような条件も確立するようなことを

含めて、本当に真剣に取り組まないといけな

い。その一つに農業の関係の遊休農地の活用

があるということで、私は指摘しとんです。

その点はどう責任を持って臨むかが問題だと

思うんですけど、いかがですか。具体がない

んですよ。 

○議長（熊谷直行） 経済建設部長。 

○経済建設部長（冨岡慎一） 遊休農地の件

でございますけども、これはやはり現在まち

づくり協議会等で議論されたところにつきま

しては幾らか進捗してるんではないかという

ふうには考えております。 
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 その他の遊休農地、これにつきましては当

然その地域で極力管理といいますか、耕作し

ていただくよう図っていかざるを得ないとい

ったような状況でございまして、そういった

ことで今後、農業委員会もしくは農区長会等

を通じまして検討していきたいというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 計画方針、総合計画でうた

ったものについては、これをこないしまし

ょ、今こういうところに来ております、これ

を広げていくためにどうするかということで

協力をいただくことをやっぱり一緒になって

提起しないとできへんでしょ。今までそんな

ことをしなかったんじゃないですか。それ

で、22年の長期計画が達成できるとは私は思

いませんけれども、本当に真剣に取り組まな

いと公約が未履行のまま終わるというふうに

思います。後々また指摘いたします。 

 次の質問で、地域の教育力の回復と子育て

対策についてなんですが、これは先の質問で

も若干触れられておりましたが、私は児童・

生徒の登下校に係る地域住民のパトロールが

今実施されているわけでありまして、これら

とあわせまして実際に学校、家庭、地域の教

育力がいつも問題になったりし、これらが高

まることによって地域の子供たちの育つ環境

が整ってくるということになる。それがひい

ては今日問題になっているような子殺し、親

殺し、あるいはいじめ等の問題も整理がされ

てくるということになると思うんですけれど

も、手だてについての方向ということで一定

のことを、行政はここ、学校はこれ、家庭は

これ、地域はこれっていう形で一緒に取り組

むべき課題を明確にして取り組むべきだろう

と思いますので、その点伺いたいと思いま

す。 

 それから、この点につきましても総合計画

では地域コミュニティーの問題が取り上げら

れ、家庭、地域の教育を推進するっていうこ

とがうたわれているわけです。また、青少年

の健全育成を進める協議会を中心に家庭、学

校、企業、地域社会が一体となって青少年に

良好な社会環境の整備と健全育成に努めるっ

ていうふうにうたっておりますけれども、こ

れらのことがより醸成されて太子町が住みや

すい、また環境がそれだけ整った町にしてい

くこと、それの手だてが私は要ると思います

ので伺っております。その点、説明を求めた

いと思います。 

 それから２点目に、いじめや虐待の防止が

必要になってまいりますし、今日の虐待の実

態とか、尊属殺の問題とかは枚挙にいとまが

ない、こういうような状況でありますので、

何とかしなければならないと思うのはだれも

が同じだと思います。しかし、ただ問題なの

は実態の把握と個々の事例に即して適切に対

応するということがなかったら解決はしない

ということなんですが、実態の把握をどうし

て行っているか、今日の状況を含めて説明を

求め、これから取り組まなけりゃならない手

だてについて説明を求めたいと思います。 

○議長（熊谷直行） 教育次長。 

○教育次長（塚原二良） お答えをいたしま

す。 

 現在、児童・生徒の登下校時において安全

確保のため自治会、老人クラブ始めＰＴＡ等

各種団体や町民の皆さんが見守り活動を実施

していただいておりまして、現在のところ幸

いにして本町では大きな事件、事故がないこ

とを本当にありがたく感謝申し上げるところ

でございます。それぞれの地域の方々が子供

にかかわっていただいているというところで

は大変意義深いことだと考えております。学

校教育、学校経営におきましては地域と連携

が非常に重要で、現在各学校ではオープンス

クールや地域の方を学校にお招きしたり、学

校行事への案内を差し上げるなど、地域との

かかわりを深めるよう努めております。今後

とも地域、家庭とのつながりが一層深まるよ

う各学校に指導してまいります。 

 しかし、社会全体といたしましては児童を

取り巻く環境はますます厳しさを増している
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ように感じます。近年特に本町でも高齢化や

核家族化が進み、地区によっては町外から転

入して新しく新居を構える若い家族が増加い

たしております。このような状況の中で、ど

うしても近所にいてもお互いの顔を知らない

ことが多くなりますし、話すことも少ないた

め、相手の考え方が分かりづらくなりがちで

す。また、社会全体としても個の重視の行き

過ぎた考え方からお互いに無関心を装う状況

が生まれています。これらに対して人と人を

つなぐ事業、人権教育、啓発として学習会や

各施設での学習活動、地域での交流活動を通

して、お互いを知り合い、分かり合うことで

人と人のつながりや地域のつながりを強めて

いただきたいと思っております。そして、こ

のつながりが地域の教育力を高める基礎とな

ると考えております。 

 家庭の教育力でございますが、先ほども述

べましたように、個々の家庭が孤立するので

はなく、広く子育ての知識が伝わるようにす

る必要があると思います。何といっても子供

のもとは家庭にあります。そして、家庭での

教育のもとはしつけにございます。そこで、

各単位ＰＴＡで講演会、懇談会のテーマとし

て依頼する、また揖龍や西播磨ＰＴＣＡフォ

ーラム、人権教育実践発表会の中で情報交換

し、高め合うとともに、家庭教育の重要性を

啓発し、地域の力が家庭に、家庭の力が地域

に、そして学校の力が子供を通じて家庭に

と、お互いがよい影響を深めつつ連携して社

会全体で子供たちを心豊かで健やかにはぐく

むことのできる環境づくりを進めていきたい

と考えております。 

 また、19年度から政府が行おうとしていま

す事業で放課後子どもプラン事業がありま

す。当町も実施したいと考えております。こ

の事業は放課後学校での子供たちが誘い合っ

て遊んだり、学んだり、また地域の方々から

いろんな知恵を授けられたり、一緒に何かに

取り組んだりするものであり、放課後の学校

を子供の居場所にしようとするものでござい

ます。この事業を地域の教育力を発揮する場

所とし、またこのことが同時に地域の教育力

を高めることになるだろうと思っておりま

す。 

 次に、いじめは学校、教職員らみずからの

問題として切実に受けとめ、徹底した取り組

みが重要でございます。いじめやいじめ問題

行動への対応は、早期発見、早期対応を旨と

した対応の充実が必要であり、そのため関係

機関や家庭との連携を図りつつ、問題を抱え

た児童・生徒一人ひとりに応じた指導、支援

を積極的に進めていきます。いじめにつきま

してはその兆候が見えにくいこともございま

すが、このたび実施いたしましたいじめに関

する緊急アンケートに基づきまして、個に応

じた適切な相談や指導を実施してまいりま

す。また、スクールカウンセラーのカウンセ

リングを受けさせるなど、その解消に努めて

まいります。 

 また、児童虐待につきましても毎日学校生

活の中でその兆候がないか十分に注視すると

ともに民生児童委員、関係機関との連携を深

めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 今私も触れましたけれど

も、登下校、放課後の安全、安心を確保する

ために自治会の皆さんがパトロール、もちろ

ん放送もしたりして全体的に注視をしながら

見守るということで一定の成果を生んでいる

ということについては非常に大切なことをや

っているわけでありますが、このままで万全

かというとそうではないということになりま

すし、やはり今日の状況が格差社会の中でい

ろいろ起こっていることも含めて、社会の問

題点を何が問題でいろいろ出てくるのか、こ

れらについても十分掘り下げながら、それぞ

れの部署、立場で役割を持って取り組むとい

うことが私は肝要やと思いますので、先ほど

も説明があることは具体的な施策としては放

課後の子供の問題とか、学習の場とかという

ふうにありますが、さらに全体として教育力

を高めるための手だてというのは日常不断に
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行わないとできないと言われております。そ

の点でのさらなる取り組み、構えというのが

必要だと思うんですが、その点はございます

か。 

 それから、子供たちの虐待等の問題では、

子供の命は社会全体で守ることが一番大切に

なるわけですが、これで学校、児童相談所あ

るいは地域などの連携が大切であるんです

が、シグナルが鳴っていてもそれに気づかな

いということが後々すぐに問題になりますわ

ね。だから、これがいつ気づくかによって早

期発見、早期に対応することができてくるわ

けでありますけれども、それに気づかないと

ころから大問題になって取り返しがつかない

ということが起こってるわけです。 

 それから、秋田県の例からよく検討しなき

ゃならないとされているのは、福祉事務所な

どから虐待などがある場合には要保護児童と

して報告されて、児童福祉司あるいは児童心

理司がいる児童相談所が適切に対応するとい

うことがあって、未然に防止したり、虐待が

なくなっていくような基盤ができるんです

が、これらのことは本県、本町の環境の中で

は連携もしっかりやって何ら心配が要らない

体制にあるのかどうか、これも検証していき

たいと思うんですが、いかがですか。 

 それから、今本当に新宮の事件もありまし

たけれども、子供が学校に行っている間が不

安で、ただいまと言って初めて安心をすると

いうような方がたくさんいらっしゃると、そ

ういう状況でのことでございますので、先ほ

ども言いましたように、サインを見逃さない

ということ、そして迅速に対応すること、ま

た教師集団が協力をし合って問題の解決に当

たるということ、これが必要な場合は地域、

家庭を巻き込んで解決に当たるということが

大事でありますから、この体制も安心できる

体制に今日、太子町の環境ではあるのか。だ

から、いじめの把握があなた任せ、どっか任

せになっていないかということが気になりま

すので、それらを含めて説明願います。 

○議長（熊谷直行） 教育長。 

○教育長（圓尾哲一） まず最初、地域の教

育力の方の問題ですけど、やはり今やってる

見守り活動、先ほど桜井議員もおっしゃった

ような自治会や老人会やあるいはＰＴＡや各

種団体との連携した取り組みをさらに強めて

いきたいし、この組織体制をやはり今出始め

たとこなんで、これをしっかり確立してまず

いきたいと思っております。 

 それから、学校としましては地域との連

携、交流を深めたり、あるいは学校自身がも

っと学校開放、いわゆるオープンスクールだ

とか地域の方をお招きしたりだとか、あるい

は学校行事への案内をさらに強くしていきた

いと、こんなふうに思っております、学校と

しては。 

 それから、いろんな人と人をつなぐ事業に

おいて、いろんな教育活動あるんですけれ

ど、人権活動だとか、あるいは特に子供会の

行事なんかを学校の教師にしっかり理解させ

て、地域へ学校の方から出向いていく、ある

いは学校の方からオープンにしていくような

形もとっていきたいと、こんなふうに思って

おります。 

 そのほかに、先ほど次長が申し上げました

ように、19年度の４月からいわゆる今やって

ます学童保育と子どもの居場所づくりと一緒

にした放課後子どもプランを強化をしていき

たいと。そういう点で桜井議員がおっしゃる

ように絶対という言葉を使われたら困るんで

すけど、100％のものなんて私はおよそ不可

能だと、そんなふうに思います。でも、

100％を目指してやるのは我々教育委員会な

り学校の仕事だと思います。 

 それから次、いじめとか虐待については、

これは学校の先生がまず意識を強化させてい

きたいと思います。そのために、これは法律

で虐待を知った場合は教育委員会に報告する

義務があるということを校・園長会を通じて

職員にはもう現在指導を行ってるところであ

ります。 

 それから、いじめについては、子供の側か

らはよく見えますので、アンケートをこれか



－51－ 

らも継続して実施していきたいと思います。

一回きりで、１年一回きりでやるんやなく

て、それは時々という形で、毎日とか毎週と

かというようにはいきませんけど、継続して

取り組んでいきたいと思います。 

 それから、先ほど花畑議員のときに次長も

申したんですけど、記名でした場合、非常に

後の指導がしやすいんで、やはり何ぼかは子

供は隠すかも分かりませんけれど、後の指導

ということを考えて記名でやっていきたい

と、そんなふうに思います。 

 それから、そういう中で早期発見、早期指

導だとか、カウンセラーの活用だとか、ある

いは学校全体の組織で取り組むだとか、ある

いは毅然とした態度で子供を守り通すだと

か、あるいは先ほど言いましたように先生方

の共通理解だとか、あるいは生活実態のしっ

かりした把握だとか、あるいは相談体制の確

立だとか、こういうことをやっていきたいと

思います。これはいじめや虐待の指導や発見

する場合の私は方法、手段であってもっと僕

は日本の国全体として考えないかん問題があ

ると思います。それは今の日本の社会構造上

の中にいじめやとかそういう問題は隠されて

いると、いろんな本を読んでもそういうふう

に書いてありますし、その中で今議員がおっ

しゃった秋田の豪憲君の事件だとか、あるい

は滋賀県の幼稚園の子供を帰りがけに母親

が、あるいは近所の女の人が、秋田の豪憲く

んが殺害したような事件があったんですけ

ど、そういう意味で残念なことですけど、今

知らない人に尋ねられてもうかつについてい

ってはいけませんよとか、あるいは道を教え

てはだめですよとか、他人を疑ってかかるこ

とを教えていかなければならない課題があり

ます。そうしないことには子供の命が守れな

い日本の社会構造上の問題があると思いま

す。その中で、構造上の問題の中で私は教育

委員会もあるいは国としても学校としても地

域としても考えなならんのが家庭崩壊の問題

だとか、あるいは子供の感性が壊れている問

題があります。感性の中には今の子供の低学

年の２分の１は人が死んだらもう一遍生き返

るような感覚があるということがいろんな本

に書いてあります。それから、カブトムシが

極端な例でいうと子供は電池で動くような感

覚も感性の中にはあります。そういう面も、

そういう子供の感性だとか構造上の問題も直

さないかんし、それからマスコミの無責任な

報道、あおるだけでそれをニュースとして取

り上げられて自分とこのテレビを見てもうた

らええようなそういうムードも直していかな

いかんと思います。 

 それから、これは先ほど言うた地域の教育

力と関係あるんですけど、今の子供は外で群

れて遊ばなくなってると。そんな関係でやは

りいろんな諸体験の不足が起きています。そ

ういう面も構造上の問題として僕は直してい

かないかんと思います。 

 それから、少子・高齢化の関係で人間関係

が、あるいは人情が希薄になってる、こうい

う面も考えていかないかんと思います。 

 それから、超飽食の時代でいろんな物に対

する、特に物に対して感謝の念が薄れてきて

ると、こういうようなことを直していかない

かんと思います。 

 それから最後に、いじめやとかの最終の目

標は僕はいじめが克服できる人間的力量をつ

けることやと、そんなふうに思います。いじ

めをなくするのは努力せないかんのですけ

ど、やはりそれを乗り越えられるだけの、い

じめ克服の力もつけないかんと、こんなふう

に感じております。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 命の尊厳という点で社会全

体が取り組むべき課題であり、また教えるこ

とが必要だということで、大人社会の問題が

あるわけですけども、ただ教育長が言われる

ように乗り越えられる人間っていうのは、つ

くれれば今日起こってませんわ、こういうこ

とは。そこが問題だと思うんです。アンケー

トでも何でも告白することで逆に問題が残っ

てくるような環境がある間は実際のことは把
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握ができにくいんではないかと思うんで、信

頼関係がどこで培われてくるか。教師の方も

集団で対応するという共同責任が確立されて

いかないと安心して事に当たれないとかとい

うこともありますので、それらの環境醸成に

力を入れておいていただかないといけないの

ではないかなと思いますので、それは意見と

して言うときます。 

 それから、次の３点目の質問で住民サービ

スについでありますが、これは非常に今年度

いろんな問題があってのことなんですが、国

民健康保険証の交付に当たりまして、担当職

員がみずから訪問をして保険証を届ける取り

組みが行われております。非常にご苦労さん

であると思います。一方、そういうことがで

きないところについては配達証明郵便での交

付と、こういうふうになっているようであり

ますが、私がここで伺いたいのはこれらのこ

とについて再三自立のまちづくりの中でも伺

ってきたことなんですが、担当者任せにせず

に多くの職員がここにかかわると、そしてこ

れらのことで一緒になって協力し合うような

ことが必要だと思うんです。それらのことが

ひいては役場の職員ということで住民の見方

も変わってくるし、ここまでのことをしてく

れよんやなあということも出てくるというこ

とで、その体制が必要だということは言って

るわけなんですが、この体制が確立されてい

るのかどうか。 

 それから、これらのことを税の問題でも再

三言ってることなんですが、税金だけではな

しに配付物なりを含めて全体的に経費の節減

もあわせて職員全体が臨める体制を確立する

ということが必要だと思うんですけれども、

これらのことも一緒に考えたかどうか、また

今後のことについても説明を求めたいと思い

ます。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 国民健康保険証

の保険証交付に当たりましての担当者任せに

せずより多くの職員が協力し合う体制につい

てということでございますが、今回の国民保

険証の配付につきましては、配達証明による

郵送料が予算未計上ということも当初からあ

りましたために緊急避難的に職員に対しまし

て、これは担当者だけではなく町職員全員に

対してですが協力を募りまして、勤務時間内

外を問わずに実施したということでございま

す。業務繁忙期における全庁的な職員の相互

応援は国民体育大会の実施体制に見られます

ように当然必要なことではありますが、日常

的な業務におきまして今回のように郵送でそ

の目的が達成することができる場合におきま

しては、本来郵送によるべきものであり、今

回の措置は例外的なものであります。配付の

ための仕分け、準備等に相当の手間がかか

り、また配付等に協力した職員の業務にも若

干のしわ寄せが生じております。経費の節減

効果も余りあるといったものではなく、勤務

時間外にボランティア的な労働をさせること

の労働基準法上の問題など整理すべき課題が

数多くあります。しかし、勤務命令による横

断的な職員の相互協力につきましては今後と

もその必要性、効果、代替手段の有無等を考

慮しながら検討し、実施していきたいという

のが今の考えでございます。 

 それと、税等の収税においても同様の取り

組みということでございますが、税は自主納

付が原則であり、一部に納期を過ぎても納付

されないことも周知の事実であります。その

ため、徴収につきましては税務課職員及び町

民課の国保担当職員が主に現年度未納分を、

嘱託職員の方４名ございますが、その方が滞

納繰越分の個別徴収を現在実施しておりま

す。税の徴収につきましてはやはり専門的な

知識が必要不可欠ということもあり、現状の

職員で一層の徴収回数を増やすなどによりま

して徴収率の向上を図っていくという考えで

ございます。ただ、先ほども言いましたよう

に横断的な職員の相互協力は必要でございま

すので、ケース・バイ・ケースによりまして

必要性、効果等を考慮しながら考えていきた

いと思っております。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 
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○桜井公晴議員 予算計上していなかったか

らやむを得ずしたんやと、それは一つの副次

的なものとして私は質問をしてるんですけど

ね。実際に何回かここで言っておりますよう

に、本当に職員全体が自立のまちづくり、財

政的にもリアルに町政を確認をして、そして

全体で臨むというのは必要な対応かと思うん

です。配達証明の郵便というのは国民健康保

険証が確かに届けられ配付されたことになり

ますけれども、対象の被保険者宅が留守の場

合などは郵便局の窓口に行かなければならな

いという、これの苦情も私もじかに聞いてま

す。これはちょくちょくあることなんです。

だから、何がいいのかということにもなるわ

けで、一定期間を過ぎますと発送者に返しま

すわね、これも。だから、どこまでのことが

できるかということではいろいろ問題も残る

わけですけど、しかし訪問してもお宅にいら

っしゃらなかったらまた持ち帰ってもう一回

行かなきゃならんというような手間もかかり

ますが、できればこれらのことについては太

子町内在住職員が通勤途上でできることは積

極的に引き受けるようなこと、時間の問題も

少なくとも早出、遅出のような形で取り組む

ことは可能だと、創意工夫をすれば何でもで

きるというようなことで、例として何回も挙

げて恐縮なんですが、福島の矢祭町などは職

員みずからが経費の削減と公務員としてので

きることを何でもやると、こういう取り組み

をしている先例を紹介、何回かしてるわけで

ありますけれども、そういう中にこそ住民に

もいろんな協力が求められると私は思うんで

すよ。そういう点で、自立に向けた危機意識

も、先ほども論議がありましたが、危機意識

についても職員も共有し、住民にもそれを知

っていただくような取り組み、それがマン・

ツー・マンで対応することの中に出てくる

と。税だったって同じだと思うんですよ。や

っぱり訪ねればそれにふさわしい対応が住民

から得られるということもありますからこん

なこと言よんです。ここで伺ったのは担当職

員がやってることと、それから幹部職員も加

わったと思うんですが、全体を通して幹部職

員ではすべての職員が協力したんですか、体

制に組み込まれたんですかね。それから、一

般職の中でもどれだけの人がこの体制に組み

込んで協力していただいたんか、この際説明

をしていただきたいと思います。 

 私は全体的な取り組みとして役場の出先に

なれとは言いませんけども、矢祭なんかは本

当に出先のような仕事もしてると、していこ

うと、一緒になって進めている、また津南の

方でも一緒です。それらの取り組みをすべて

にわたって可能なサービスもみずからの分任

した仕事として引き受けていくような体制、

そして相互協力体制がその中でいつも培われ

るんじゃないですか。その点いかがですか。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 今回は先ほども

申しましたように突発的にそういう措置をし

たということでございまして、ボランティア

的に募ったということでございます。これは

管理職、一般職合わせまして職員42名で配付

をさせていただきました。そのうち国保の配

付対象件数のうちの約60％に当たる分を配付

をさせていただいたということでございま

す。 

 ただ、やはり労働基準法上の制限がござい

ますので、例えば配付しているときに事故が

起こったとか、紛失したとかいろんな問題が

ありますので、やはり勤務命令としての中で

そういった業務を命令するということでしか

やはり今の体制ではなかなかできにくいとい

うことでございます。 

 ただ、こういったことを一つの例としまし

て反省も踏まえまして、今後そういった体制

づくりも必要かなということは感じておりま

す。できるだけみずからの手でそういったも

のができるものについてはやりたいと、ただ

通常の役場業務における業務というものはや

り方というのがございまして、そういったも

のはできるだけ、例えば郵送で処理できるも

のはすると、余った時間において違う仕事を

するというのが本来の仕事でございます。そ
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ういったものの分野まで侵してするというこ

とは、ほかの業務に対して影響が出る部分も

ございますので、するに当たりましては慎重

な検討が必要かと思っております。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 ただ、配達証明は料金高い

ですし、一般郵便では個人情報保護の関係だ

とか、悪用されるケースとか、本町でも印鑑

証明の問題ありましたけども、そういうよう

なことが起こる可能性はあるんです。しか

し、今まででも本人確認をしてそれを悪用す

る、家族でポストで自分で取って自分でそれ

を押したというケースでここで問題になった

んです。そういうことをやろうと思ったら何

でもできてしまうんです。配達証明でなくっ

ても。ただ、配達証明は確かに届いたという

ことにはなります。しかし、配達証明の不便

さが出てくるし、それらの経費、それからこ

のことに関して経費が余り節約できてへん

と。これは恒常的な仕事として整理していく

と１年間通してできていくわけですよね。一

時的に、集中的に国保証を交付する時期に集

中をするということで結局残業して仕分けを

するということになったんで残業代がかさん

で、結局経費が何も浮かなんだと、そういう

こと言よんじゃないんですか。ちょっといろ

いろ私なりに横目で見ておりますとそういう

ことじゃないかと思うんですが、それらは計

画的にやればできる話だと思うんです。 

 それから、多数が参加することによって行

くこと、それから一時的命令を出すというこ

とも可能だと。いろんな工夫はあるんです。

だから公務災害上の問題、それから時差の問

題などで工夫してくれていったら、もっとも

っと住民の見方も変わってくるし、違うと思

うんで、それらのことについて工夫した対応

が恒常的に必要であると思うんで、その点意

見言うときます。 

 それから、次の質問に移ります。 

 入札契約制度の改善についてであります

が、私通告のとき間違うてそのまま印刷も間

違うて出ておりますので、この際きちっと訂

正をしとかんとあきませんので、訂正させて

いただきたいと思うんですが。官製の「官

制」が違います。いわゆる官と製造の「製」

という字にこれはかえておいてください。ほ

かでもどっか違うとったですけど、どこだっ

たかな。抜けたりしたとこもありましたん

で、直したいと思うんですが。その後の、

「これをどう説明するか」というのを「せ」

が余分に漢字で入っておりますので、それも

消しといてください。 

 一つには官製談合が各地で問題になってい

るわけですけれども、公正な入札、契約制度

への改善が求められております。その取り組

みについて伺いたいんですが、和歌山、宮

崎、福島もそうなんですけども、たまたま和

歌山県、宮崎県は公金の管理者である出納長

が知事の指示、天の声を受けて官製談合を仕

組んだというようなことが報じられ、宮崎県

知事、ちょっとニュース見てませんがきょう

ぐらい逮捕ということで逮捕されたんかどう

か分かりませんが、逮捕されるということに

なるわけですけども、30年経過してまた知事

逮捕と、宮崎はね。そういうようなことにな

るわけです。たがが緩んどることと権力が集

中していることがこれらを生み出す要因だ

と。これは市町村長にも同じことが言えるわ

けですが、先ほど６日でしたか、北海道の深

川市の河野順吉市長が小学校の校舎改築工事

で落札業者を市の幹部に指示して競売入札妨

害容疑で逮捕されたと、こういうことが起こ

り、もう本当にこういうことについては枚挙

にいとまがないほど事件が起こってるわけな

んですが、これらのことを防止していく取り

組みというのはもう一般競争入札をすべてに

わたって実施するということ以外に私はない

と思います。それへの気概と取り組みについ

て説明を求めたいと思います。 

 それから、２点目に先の入札で予定価格と

同額で落札が報道されたとしているわけであ

りますけれども、これは朝日新聞の10月30日

付で報じられた内容ですが、談合情報が入

り、そして２時間程度おくらせていわゆる談
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合の有無を確認をして、それが否定されたか

らということで２時間程度おくらせて、いつ

ものことなんですが、おくらせて入札を実施

し、情報どおりの町内の業者が予定価格と同

額、100％ですね、落札をしたと、こういう

記事なんですけれども、これについて町はど

う説明されますか。指名競争入札を行った結

果としてこういうことが起こっとる。指名競

争入札は談合の土壌でもあるんです。それを

どう説明するか、この際きちっと説明いただ

くことと、条件を付さない一般競争入札の徹

底が私は大事だと、このように考えるわけで

すけれども、その対応について説明を求めま

す。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） 官製談合が問

題、公正な入札契約制度へ改善すべきという

ことでございますが、官製談合にあってはな

らないことで正当な経済競争を妨げ、許され

ない犯罪であるということは我々も思うとこ

ろでございます。太子町におきましては従前

より法令等を遵守し、職務上知り得た秘密は

漏らしてはならないということを徹底し、地

方公務員として職務の遂行にあっては全力で

専念するよう指導はいたしております。平成

15年度より一般土木の2,500万円以上につき

ましては制限つき一般競争入札を導入してお

りますが、業者の規模等を総合的に勘案しな

がら競争性を維持しているところでございま

す。また、最低制限価格の事前公表、予定価

格の事後公表をし、透明性を高めておりま

す。 

 また、先の入札で予定価格と同額での落札

があったということでございますが、それに

つきましては入札の結果そういった形になっ

たという事実のみ私たちが知り得るところで

ございますが、そういったことが行われない

ように透明性、公平性をより一層確保するた

め入札制度の改善につきまして一般競争入札

も含めました入札制度契約検討委員会におき

まして現在検討はいたしておるところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 私が通告してから、神戸新

聞が12月５日に官製談合防止入札制度改革を

徹底させよとの社説を掲載したんですけど、

そこにおる人皆読んだったかな。全然読ま

ず。なんちゅうこっちゃ。私ちょっと紹介し

ますよ。 

 読まれたこともないちゅうのは残念であり

ます。この社説を少なくとも先ほど言いまし

たように官製談合防止入札制度改革を徹底さ

せよという見出しです。福島、和歌山に続き

宮崎県でも発覚し、知事が県政混乱の責任を

とると辞職したと、これ云々と、あとはちょ

っと省略しますが。地方分権改革推進法が先

週衆議院で可決されたと。こういう事件が続

きますと自治体の統治能力が疑われても仕方

がないという警鐘を鳴らしておるんですね。

そういう中で、分権の流れを後戻りさせては

ならないんではないかということを問いかけ

て、みずからの襟を正して信頼回復を目指す

以外にないんではないかと、こう言ってる。

私もそうだと思うんです。それらのことにつ

いて町がどう真摯に受けとめて対応するかと

いうことなんです。何よりも首長が業界と行

政の癒着を許さない、そういう姿勢を示さな

いといけないと。それから、それらの不正を

閉め出す法やとか制度の見直しも不可欠だと

言われております。 

 談合に関与した職員なんかの厳罰化は改正

案で出てくると思うんですけれども、入札制

度にメスを入れない限りこれはいかに言うて

もだめだと、実効あるものになっていかない

だろうと言われているわけで、やはり一定数

の業者による指名競争入札などはもう廃止す

るということが提言の中でも言われているわ

けでありますが、特に指名競争入札は相手が

分かってるわけですから談合がしやすいし予

定価格を探ろうと思うたら探れるようなこと

も出てくる。ほいで、ここのように後生大事

に一定の期間は功を奏しましたけれども、最

低価格を公表しておればそれから逆算したら
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予定価格が出てくるじゃないか言われるよう

なこと、これが現実です。だから、それらの

ことを含めていろいろ何回も変えていかなき

ゃならないことが起こるんではないかと、こ

ういうふうに思うんですが。 

 このような中で、田中さんがおられた長野

では一般競争入札が既に、いわゆる指名競争

入札をやめて一般競争入札に、県レベルでで

すよ、やってる。それから、宮城県はここの

2,500万円じゃないんですよ、1,000万円以上

の工事で一般競争入札を実施しとんですね、

県レベルで。だから、それらのことでどうい

う成果が上がったかというたら、両県でも予

定価格の75％で、全国平均の91％よりもかな

り低い形で契約ができていると、こういうふ

うにこの社説でうたってるんです。このぐら

いのこと読んでいろいろ考えてもらわないと

いけないと思うんです。今後秋田県などでも

同じようなことを実施すると。県でも一応言

ってんですが兵庫県は緩い。兵庫県ですよ、

兵庫県知事のやり方が緩いということを言う

とんですよ。だから、ただ長野県なんかはも

う500万円と言うとったのが800万円に、希望

参加型競争入札を改善したり、それから受注

希望型競争入札の導入をしたりして、いろい

ろ工夫をしてやってると、こんな研究はしな

いんですか、行政。我々でも入手できるよう

な情報なんですよ。ほんでパソコンも入れイ

ンターネットもやっとんだったら、このぐら

いの情報は安易に入りますわな。そういう気

が町長なりトップのところにないんじゃない

ですか、こういうことをやりたくないと。だ

からこうなってん違うんですか。改善したく

ない。その辺のところはっきりさせていただ

きたいと思います。こないだの100％は許し

がたい問題があると思うんです。含めて。 

 そりゃあ総務部長じゃなかろう。 

○議長（熊谷直行） 助役。 

○助役（八幡儀則） 桜井議員のご質問とい

いますか、ご指摘にお答えさせていただきま

す。 

 まず、端的に言えば一般競争入札の導入を

図ってはどうだというようなご指摘が一点だ

と思います。これにつきましては再々言われ

ております。そういう意味では今現在、先ほ

ど議員のおっしゃった2,500万円、県レベル

でも1,000万円のところもあるではないかと

いうようなことも出ております。入札制度の

検討委員会の中でもこの2,500万円というの

をやはり下げたところでの一般競争入札の導

入を考えてはどうかということで現在検討し

てるところでございます。そして、今現在土

木工事一式というところにしておりますが、

舗装工事を別枠にしておりましたが舗装工事

も含めたような状況で金額を下げたといいま

すか、一般競争入札を導入を検討しているよ

うな状況でございます。一番初めの、一番初

めといいますか、この官製談合云々のところ

での県レベルでの話の中で官製談合そのもの

を少しご指摘があったので、逆に私ども官製

談合ということは絶対あり得ないと、これは

胸を張って議員の皆様に私は言っておきたい

というふうに思ってます。官製談合は３点ほ

ど要件がございますが、その３点についてそ

のようなことをするような職員もいません

し、私含めてそういったことはないというふ

うに私は信じております。指名競争入札の廃

止をしてはどうかというようなご指摘もござ

いますが、これについてもやはり前にも申し

上げましたが、県等からも、それは今の時代

に若干沿わない面が出てきている面も確かに

ございます。しかし、やはり地元業者のある

程度の育成といいますか、変な育成にはなっ

てはいけないんですが、そういうような視点

といいますかそういう見方もありますので、

そういうところも考えなければいけない面が

ありますので、やはり金額のちっちゃなもの

については指名競争入札というものはこれは

妥当であろうというふうに思っております。 

 それから、100％一緒であったということ

でいろいろご指摘いただいておりますが、こ

れも最低制限価格の公表ということを私ども

導入してから、逆算をすればある程度予定価

格が出るんではないかと、それはそうかもし
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れません。そういった最低制限価格の事前公

表をどうするかというようなことも含めて考

えていかなければならないかもしれません。

といいますのは、やはり制度というものは予

定価格の事前公表というのをした場合でも、

それがすぐれたようなことになっておりまし

たが、やはりそれを今度はやめるというよう

なことも出ておりますので、そういった状況

を十分見きわめながら太子町としての入札制

度のあり方というものを十分検討していきた

いと、このように考えておりますのでよろし

くお願いいたします。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 とにかく、何か言うと地元

業者の育成、そういうもんじゃない。地元業

者自体が高過ぎる言うとんやから、80％でで

きると。これはほとんどが言うてるんです

よ。私は何回も紹介する、事実言うてるわけ

ですから言っとんですよ。そういう実勢との

絡みで予定価格の引き下げで実施するという

ことも方法はあるんです。だから、やる気が

あれば何でもできるんです、行政ですから。

だから、法に違反しない限り。むしろ指名競

争入札の方が準則適用で本則に違反しとん

や。だから、もっと長野県の例としてよく研

究していただいたら分かるんですけども、今

まで800万円以下にしたことによって今まで

県の仕事やったことのない業者が受けたりし

て潤ってると、そういうことも出てくるんで

す。ぽおんと開いたら。だから、そういうよ

うなことがいっぱい成果として出ていると、

ほいで談合防止にも実質的につながってると

いうことも含めて報告されとんですよ。それ

らはイタチごっこのように言われたりします

けど、地元業者の育成をカタにいろいろ理由

をつけてるけども、それは実際そうじゃない

と言われてる。何の育成にもならないってい

うようなことになってるわけで、小規模は小

規模なりに競争に打ち勝つだけの地域でやれ

ば打ち勝てると言うてるんです。事務所も要

らないし、直接的に言うたら。そういうよう

なことで打ち勝てると言ってる。それらもち

ゃんと聞きなさいということを言よんです。

その上で一般競争入札を完全に実施すること

が大事であるということが、それしかないで

しょう、方法が。談合も含めて。 

 それから、最低制限価格の公表は今おたく

らが言うたこと、同じことが言えるんですけ

ども、予定価格の問題と逆算、類推されるん

やと、契約を全部明らかにしたら予定価格が

類推されて入札に生かされると言ったんと同

じことが言えるんですけど、それらもきちっ

と一回一回違わせても大丈夫やと、行政がや

るんですからね。だから、最低制限価格あえ

て実施する場合もあり得るというようなこと

で事後に公表する。いろいろ方法があると思

うんです、工夫することです。後で要求しま

すけど、これは当然のことだと思います。経

費の節減からもね。 

 時間も経過をしておりますので、次の質問

に移りたいと思うんですが、次年度の予算編

成方針について説明をいただきたいと思いま

す。 

 特にいざなぎ景気を超えたと言われており

ますけれども、家計の所得は減り続けて、貧

困と格差の広がりが社会問題になってるわけ

です。そういう中で、特に小泉政権が３年間

に3.5兆円もの増税を行い、負担増も行って

きたということで、高齢者や弱者にいろんな

しわ寄せがされている状況でありますから、

むだを省いて住民の暮らしを支援する、こう

いうことに重点を置いた予算を編成すべきだ

と思うんですが、その点について伺いたい。 

 それから、特にだんだんと整理がされて不

急の事務事業は少なくなってると思うんです

が、さらに検証をして凍結、先送りをして、

合理的な行財政運営を徹底させて、住民の負

担を軽減すると、そして教育、福祉、医療な

どの住民の暮らしを支援する施策に回してい

くと、こういうことが大事でありますので、

その点の姿勢を伺いたいと思います、方針。 

 それから、17年度の決算の審査で、監査委

員からの意見も出ておりますし、また決算特

別委員会で行った意見も多岐にわたって出し
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てるんですけれども、これらを生かす手だて

が必要でありますし、またそれを求めたいと

思うんですが、特に留意をして編成に当たろ

うとする内容について説明を求めたいと思い

ます。 

○議長（熊谷直行） 総務部長。 

○総務部長（佐々木正人） まず、19年度の

予算編成の基本方針ということでございます

が、地方分権の進展に伴いまして各自治体の

自己責任が一層問われる時代が到来したとい

うことが言えます。したがいまして、限られ

た財源を長期的に最善の方法で使っていける

よう各種事業の必要性や効果などを再度見直

し、優先度の高い事業に展開し、財務対質を

改善方向に向け、今後の事業展開のため体力

回復に備えていくといったものは基本的に考

えております。 

 そして、合理的な行財政運営ということで

ございますが、予算編成につきましては総合

計画における基本構想の体系によります重点

プランに沿った編成を行っております。現在

それぞれの所管におきまして来年度事業を精

査し、予算要求を取りまとめておりまして、

その後査定を経まして来年３月議会において

ご提案をさせていただきたいと考えておりま

す。 

 次に、17年度決算審査に関する議会の審査

意見に対する対応ということでございます

が、各部署におきましては平成17年度決算特

別委員会の審査意見を受けとめ、対応できる

ところは対応していきたいと考えておりま

す。例えば、歳入面におきましては、町税の

収納には収税管理室が極めて細かい対応、ま

た交付税等におきましては地方六団体としま

して財源保障を強く国に申し上げているとこ

ろでございます。歳出面におきましては、行

革推進室がその先頭に立ちまして、負担金、

補助金等を精査し、実行可能なものとそうで

ないものとの選別を行っているところでござ

います。各職員に対しましては、常に危機意

識を持ち、一人ひとりが創意工夫に努め、厳

しい時代を乗り切っていくよう、事あるごと

指導いたしておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 特に私は今の時代だからこ

そ雪だるま式に住民税や保険税の負担が増え

続けている中で、負担を軽減し、また受ける

べき措置が講じられて、全体として安心でき

るような、住まってよかったというようなま

ちづくりに重点の予算配分をすべきだろう

と。徹底したむだを省くと。不急の事業もも

うカットすると、今の段階では。暮らしを応

援するというような姿勢でぜひやってほしい

と思うんですが、再度町長に姿勢を聞きたい

と思います。 

○議長（熊谷直行） 町長。 

○町長（首藤正弘） 桜井議員おっしゃって

おることは十分承知しますが、やはり福祉、

特にいろいろの特別会計の方の繰り出しも増

大してきております。そうした点は慎重に対

応しないといけないと。また反面、特にやら

ないといけないという面も多々あると考えて

おります。そうした面はその中で、毎年の精

査の中で私は対応していきたいと思っており

ます。先の議員さんの答弁でも申し上げまし

たように、大きなものはぜひ避けていき、そ

して着手している事業を一つ一つ完了させ

て、そして新たなものに取り組んでいくとい

うようなことで今後の行政、しっかりとした

将来を見据えた行政を確立していきたいと、

このように考えております。 

○議長（熊谷直行） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 あと今後の中で伺いたいと

思うのですが、うちの県会議員団、共産党の

県議会議員団が実施したアンケートの中で

も、非常に暮らしがしにくくなったというの

が74％もあると。それで、暮らし応援の施策

をやってほしいという声が非常に６割、７割

とあるっていうようなことも結果として出て

るんですね。それらの意見を紹介して、今後

の予算編成を見守り、また意見を述べたいと

思います。 

 質問を終わります。 
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○議長（熊谷直行） 以上で16番桜井公晴議

員の一般質問は終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次の本会議は12月12日午前10時から再開し

ます。 

 本日はこれで散会します。 

 ご苦労さまでした。 

（散会 午後２時41分） 

 

 

 


